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はじめに

　都市を都市たらしめている要素の一つに「人々が自由に移動できること」があります。人々
が都市に集まり、そしてそこから思い思いにそれぞれの行きたいところへ出かけていくこと
ができること――本研究のテーマである回遊性とは、そんな根本的な都市生活の享受をさら
に深く追究しようということに他なりません。

　本研究の対象地域である渋谷は、東京の繁華街として、副都心として、第二次世界大戦後
に大きく発展し、規模のみならず、文化的な側面でも非常に大きな役割を果たしてきた街で
す。そして、21 世紀に入り、駅周辺エリアを中心に大きく都市再生のプロジェクトが進行
している街でもあります。さらに 2020 年代に入り、駅周辺エリアは様子が一新され、これ
からも多くの人々を他都市、他地域から惹きつける都市であり続けるでしょう。ターミナル
駅である渋谷駅を起点にそこから渋谷の魅力的な界隈で新しい何かを発見し交流する。来街
者だけでなく、働いている人、住んでいる人たちにとっても、さらに新しい出会いや発見が
ある渋谷になることがさらに期待されます。

　そのためには今よりさらに自由に快適で安全に行き交うこと、そしてとどまることができ
る渋谷になることが求められます。今回、研究室では奥渋と呼ばれるエリアをケーススタディ
し、そこでの回遊性向上のための都市デザイン戦略を検討してきました。
奥渋は今訪れてもとても魅力的な界隈です。駅周辺の喧騒を少し離れて、落ち着いた雰囲気
で、昼間は活気のある商店街もあります。このまちに多くの人が訪れて、このまちらしい界
隈がさらに育まれることを期待しています。私たちもこの報告書をとりまとめてここからさ
らにまちづくりのお手伝いができることを考えて実践していきたいと思います。

　東京都市大学都市空間生成研究室では、本プロジェクト「渋谷 SMILE プロジェクト」に
おいて、日建設計総合研究所と協働して、調査研究を進めてきました。本報告書は、日建設
計総合研究所の協力のもと、この 1年間の成果を取りまとめたものです。
中間報告として、渋谷区役所様、東急様におかれましては、渋谷のまちづくりに関わる官民
それぞれの立場から多大なご助言いただきました。貴重な機会を私たちに与えてくださり、
誠にありがとうございます。まだまだ未熟な私たちの成果ゆえ皆様方のご助言ご協力に応え
きれているか甚だ心配ですが、渋谷の回遊の充実の先にあの場所へ訪れたいと思える魅力的
な界隈がさらにその輝きを増しますように。

都市の回遊性の先へ

2022 年 1 月
東京都市大学都市生活学部都市空間生成研究室

准教授　中島伸

目次
第１章　プロローグ
1. プロジェクトの目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 06 − 07　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2. SMILE プロジェクト概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 08 − 09　　　　　　　
3. 社会実験調査（SMILE 社会実験）　　　　　　　　　　　　　　　   10 − 11
4. 社会実験調査（都市大奥渋調査）　　　　　　　　　　　　　　　   12 − 13

第２章　リサーチ＆アナライズ
1. 奥渋とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16 − 17
2. 奥渋回遊戦略立案のために　　　　　　　　　　　　　　　　　　 18 − 19
3. フィールドサーベイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20 − 37
　　01. 地域特性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   20 − 23
　　02. 交通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   24 − 27
　　03. 回遊性の主体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   28 − 31
　　04 オープンスペース　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 32 − 35
　　05. 周辺地域とのつながり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   36 − 37

第３章　プランニング＆デザイン

第 4章　マネジメント

1. エリアマネジメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　59 − 60
2. 全体将来像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 62 − 63

第５章　エピローグ
1. 社会実験調査付録（SMILE 社会実験）　　　　　　　　　　　   　　66 − 67
2. 社会実験調査付録（都市大奥渋調査）　　　　　　  　　　　　　　 68 − 69
3. 活動報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 70 − 71
4. あとがき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 72 − 73

1. 全体詳細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 40 − 41　
2. ４つのプロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 42 − 57
　　01. ２種類の SMILE 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       42 − 45　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　02. おくしぶ駅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    46 − 49
　　03. 奥渋ロード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    50 − 53
　　04. 奥渋 GREENWAY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  54 − 57

02 03



1-1　プロジェクトの目的
1-2　SMILE プロジェクト概要
1-3　社会実験調査（SMILE 社会実験）
1-4　社会実験調査（都市大奥渋調査）

第 1章
プロローグ

PRO L O G U
E ・・・



1-1 プロジェクトの目的
1� 目的

　本プロジェクトは、渋谷の域⫂と域㛙の回遊を鐐갭として調査し、奥渋エリアの回遊性向上を検討することを泘
的としている。そして、奥渋エリアの⮆冪と䬠勅のؤンجプト、そしてそのؤンجプトを鷼成するためのプロジェ
クト、マؾジْントを䬠勅することにより、奥渋の新たな㏇り方を䬠勅する。

ջ׼־׿׆の׽ׂטהױの⺎耆䓪؅䫒׾
。ロナ焫を㜵機として、㳡の回鹴٬テٝ٠ークの進展٬自鬇髪の⮵榫の➢進が進んでいるのではないかؤ٬
٬アنターؤロナのまちづくりにおいて、ターミナル駅を中心とした一哕集中㑔から、駅から少し離れた
　ւ㵸さな䦠点փによる⮆丆�鵽䯥㑔へ、ؼーثが냕まるのではないか。

ջ奥渋׫の㍑鷛䓪؅냕׾״

ターミナル駅への「一哕集中㑔」
ꇠ鷹を中心とした移動٬ꝧ発

ջ目䧗הױַג׊

プトج٤ؤ �2

3� 溿狒鐐갭

ջր㵸ם׈䦠憠ցך渋隴כז׵؅哧ׂ׊䒍鸵מ

　本報告書は、奥渋エリアをケーススタディとして、塥きたくなる、行ってみたくなる、魅力的な界隈شؾ٬ト٠ー
クづくりとなる都市デザインلジ٘ンの検討をする。

渋谷駅から少し離れた場所に S)I#6:"�M0#ILI5:� I/'03M"5I0/�L06/(E�を設糋

ք渋谷に新たな「SMILE」を生み出すօ
渋谷駅舗鲣の岜ꥭを稷⽰し、
　　㷈心地の荁いؚؗーه؜ルな空間に。
　　̜渋谷駅を⮵榫する人を SMILE へ
地域㳡着㑔ٓلリティ 	 イクル璡ئェアبス٬ف 

　　で、移動をもっと哧しく٬快適に٬✳いやすく。
リティの⮵榫者や◄哅者のل̜ٓ　　 SMILE へ
帩槳や回遊の➢進により、
　　にׁわいや磬岷Ⲗ果をより䇶域へ嫧⹕。
　　̜┘動榤◄哅者٬商哅◄哅者璡への SMILE へ

ք設糋場所㵧来啶䘶օ
　渋谷区の交鵟戦略や都市ꝧ発とも鵽䯥して面的なشؾ
ト٠ークの䎬成を泘䧗す。

٬駅一哕集中を回遊性向上によって多哕⮆丆啶鵰に鬇䬵する。

ջ 2つの都市デザイン戦略

քꯁ泘検討օ
エリアリئー̜زプٚンؼンءデザイン
٬塥行梪㗞の向上
٬帩槳空間のⰨ出
٬エリア鏀湳の向上
٬魅力的な商哅空間のⰨ出
٬SMILE を⻠めた⪜⪦空間のマؾジْント、畘杼

ջ SMILE によるエリア間٬エリア⫂回遊の向上戦略

քこれまでօ քこれからօ

㵸さな䦠点による「⮆丆�鵽䯥㑔」
地域㳡着㑔ٓلリティの重要䈱61

ջ渋谷の啶鵰と鐐갭を䤧䭂

٬エリア間回遊の向上 	 全⛮啶鵰 
 ーبステّの展ꝧ
٬エリア⫂回遊と界隈の魅力向上
　̜奥渋エリアをケーススタディ

0� 0�

⯆⛼日建設計総合研究所

出⪯ � 渋谷区　渋谷駅周辺交鵟戦略 	 ♐⽰ 2年 �月 




ջご協力をいただける奥渋の店艥

ӣナタ٬デ٬クリスزアؿ ӣ蜗菊

ӣミٖٚؤ٘ب٬ؖغ٬ح
テه؛ロマ

ӣـクジٌٖール

1-2 プロジェクト概要
1� SMILE 概要

ӣつな儒スタンディンءタイプ�

ӣつな儒地域䗯報َスト؜ーؚؗغール♀
�زンيクشンٓـ

　本プロジェクトは、榤官学が鵽䅮したزーّで実产する。⪦⤹が日建設計総合研究所♿槆٬鷞ㅀ٬渋谷未来
デザイン٬東急٬東急┘動榤であり、後䭤に渋谷区、調査協力に東京都市大学と IOUFMMJHFODF�%FTJHO が⹆槆した。

䗯報プٚشトؚنーّとして、つな儒とデジタル
ージをؾイئ SMILE ⫂に設糋する。
　つな儒は、着䈳タイプ、スタンディンءタイプ、
L661َート♀のもの、地域䗯報َスト؜ーؚؗغー
ル♀ـンٓشクيンزの �牊걉がある。ـンٓشク
や向子など、⚔䞐のためだけでなく、攐に着䈳タイ
プとスタンディンءタイプには、儬の役割を䧏つ部
⮆とَータهル꧅嶎がついているため、٠ークプٝ
イスとしても機耆できるようになっている。
　デジタルئイؾージは東急氬鞁店本店⯥にのみ設
糋する。デジタルئイؾージに流れる䗯報は、فス
などの侇⯍辐や岜ꥭ敯媲だけでなく、奥渋のお店に
関鵽した鋗◄やصイートを流す。

ջ SMILE の嚀耆

ջ地域ئーلスの周湳場所٬イيント٬攐⪯璡
　٬♿槆、鷞ㅀ
　　　̜日建設計総合研究所
　٬関➟者調丝、錉鏀⺎䶹䭤
　　　̜渋谷未来デザイン٬東急٬渋谷区
　٬空間デザイン
　　　̜日建設計総合研究所
　٬人流計峮"I 実峮ْٚ؜
　　　̜東京都市大学
❠ープンスًース䬠❠、䗯報䬠؛٬　
　　　̜東急氬鞁店٬東急┘動榤
　٬地域ئーلス商哅璡

つな儒ئؒنーغ
日建設計総合研究所

デジタルئイؾージ
%/1

SMILE

L661
リティلナルٓخーق

ջ移動ئーلスの周湳侇⯍辐٬岜ꥭ敯媲٬アプリ璡

東急فス
饟稗فス

OFBS�NF
注╾りٓلリティ

ӣَスト؜ーغ辐面 ӣَスト؜ーغ遊面

Ζ SMILE における奥渋䗯報の周湳と回遊➢進について
　SMILE に設糋するデジタルئイؾージとつな儒ؒن
により、奥渋の店艥を磆☭して、奥渋エリアへのغーئ
回遊を➢進する。

Η奥渋エリアの鵽䯥先について
　奥渋エリアの店艥とـクジٌٖールの䗯報を䬠❠し
ていただき、SMILE において発⟓。それにより、奥渋
エリアに人を㵵くことができる。

Θَスト؜ーغについて
　店艥َスト؜ーغをَスト؜ーؚؗغールに入れ、「つ
な儒」の㙆面に䫴出する。

デジタルئイؾージ�

つな儒�

奥渋
エリア�

SMILE �を䧏ち移動غー؜

店のصイートを見て移動�

SMILE を✳榫غー؜
お䐂に奥渋を哧しめる

SMILE 攐⪯クーَンを発見غー؜
奥渋エリアに鍱しに行ってみる

ջプロジェクトの目的
٬㵸ם׈䦠憠׾׻מ⮆丆鵽䯥㑔の都市啶鵰׫の鬇䬵
٬㍑鷛䓪⺸┕

ջ奥渋㍑鷛䓪⺸┕の״גの都市٤ؕاظ䡵樋

ջ渋隴 SMILE 社会実験

典◹都市
大㰢

儖㕔⼔傴の٭ف؜疗㍱

⹆ⱶ٬⶜ⱱ縖
仼䋦錃銶稀⺬溿狒䢥٬渋隴儔全٤٬ؕاظ典䓦٬渋隴⵱
典䓦氬鞁䈘٬典䓦┘Ⳃ榤٬奥渋䈘艥٬)BLVKV )BMM٬%/1
典䓦٬تفOFBS MF٬L661٬IOUFMMJHFODF %FTJHO
/JLLFO 8PPE LBC

⹆ⱶ٬⶜ⱱ縖
仼䋦錃銶稀⺬溿狒䢥٬典䓦٬渋隴⵱

ӣつな儒着䈳タイプ、ـンٓشクيンز、L661َート♀き

ջ SMILE のプロジェクト概䒝㍲

ջ奥渋׫の㍑鷛➢鶟יַחמ

出⪯日建設計総合研究所スٚイغ　「鷞ㅀマٖؼアル2021�11���WFS」
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立ち㳝り曍調査磵果

行動調査磵果
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行動調査磵果

� 日間合計の立ち㳝り曍

東急氬鞁店⯥ ⯥スタٚخ
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立ち㳝った人丗
立ち㳝らなかった人丗

立ち㳝り曍

東急氬鞁店⯥ ⯥スタٚخ

侇間⮯ �日間合計の鵟行者と立ち㳝り曍
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1� 調査⫂㳊

2� 調査٬⮆冪磵冽

　渋谷駅から少し離れた場所に SMILE を設糋することによる、SMILE でのアクティلティや周辺との笋がりがど
のように㚺化するのかを調査した。実꤀に SMILE や L661 を✳榫した人の人丗を調׬るアクティلティ調査と
SMILE の丢地⫂に入り、鵟鷨もしくは立ち㳝った人丗を調׬る立ち㳝り調査の 2牊걉の調査を �日間実产した。

1-3 社会実験調査
SMILE 社会実験

٬東急氬鞁店⯥は鶚儕につれて人鵟りが多くなるが、ٚخスタ⯥は人鵟りに大きな㚺化がなかった。　
٬東急氬鞁店⯥ではَスト؜ーغに艄⽏を炐す人が多かった。
スタ⯥ではٚخ٬ SMILE ⮵榫者が少なかったものの、餉を塛めて艄⽏を䧏つ人が多くいた。

ք典䓦氬鞁䈘⯥の調査磵冽օ

ք渋隴ذتٚخ⯥の調査磵冽օ

　SMILE が⚔䞐のできる帩槳空間となり、そこでئイؾージやَスト؜ーغを䗯報嶎として活榫することで新
しいアクティلティが生まれ、ؚؗーل؜リティの向上につながるのではないかと考えられる。
　つな儒やئイؾージがあることで、鵟行者は餉を塛めたり、َスト؜ーغを見るなど新しいアク٘بンを起こ
し、次の行動が㚺化していくことが考えられる。今回の炘会実꽦では帩槳者が少なかったが、今後も禆続的に帩
槳スًースを糋くことでその空間の㰆㏇が䎎たり⯥になり、多くの人に⮵榫されるようになると考える。

քその他の行動օ
٬洇冎を見る2� 人
٬⫝洠を䲯る�人
٬調査⿦に鎇しかける�人
٬子❠が遊ש2人
٬待ち合わせ2人
٬L661を見る1人
٬子❠が㴏る1人
٬つな儒を䧗䄐す1人

քその他の行動օ
٬餉を塛めて見る�0 人
٬洇冎を見る22 人
٬َスト؜ーغを見る1� 人
٬⫝洠を䲯る�人
٬調査⿦に鎇しかける�人
٬鉴る2人
٬鎇す1人

ջ典䓦氬鞁䈘⯥の僼כ佾の侇ꝴ䅮の玮ה㳝׽曍ֿ渋隴׵׽׻⯥ذتٚخ냕ׂ׾ַיזם

ջ仼侇׷㕙䢥יז׻מ玮ה㳝׽曍מ大ם׀䄐ֿ辐ג׿

٬炘会実꽦実产日全日合計の立ち㳝り曍は東急氬鞁店⯥の方が 。ど냕い׮�2
٬鵟行者は㛤の方が多くなっているが、東急氬鞁店⯥の立ち㳝り曍は僼と昼が㛤よりも 2⠘׮ど냕くなっている。

ӣ東急氬鞁店⯥ٝイアؗト��

　2021 年 11 月 10 日から 1� 日までの日間、実꤀に SMILE を設
糋して炘会実꽦を行った。設糋場所は、魅力的な渋谷の「奥」のま
ちの入⹾に⛣糋し、重要な地域ٓلリティであるفスの⢥槳所に鲣
䫘する「東急氬鞁店本店⯥」と、「渋谷ٚخスタ⯥」で、調査した
侇間䅮は 10��0_11��0、1��00_1���0、1���0_1��00 の � 回である。

　東急氬鞁店本店⯥には、つな儒がつL661َート♀ 1つ、地域䗯報َスト؜ーؚؗغール♀ـンٓشクيン
ز 2つと、デジタルئイؾージが⺏設糋された。立ち㳝り曍調査によるؗ؜ントは SMILE�とデジタルئイؾー
ジの空間を鵟行した人に꡾㲊をし、アクティلティ調査では渋谷ٚخスタ⯥よりもアクティلティの牊걉を増やす
ことで、鵟行者の多様なアク٘بンを鈝峮した。

　渋谷ٚخスタ⯥には、L661َート⺏まで껺髪⺎耆が 2つ、つな儒が �つ着䈳タイプ 2つ、スタンディ
ンءタイプ 1つが設糋された。アクティلティ調査では SMILE での鷨ごし方の韬に嫰泘して調׬るために、調
査ꯁ泘を峎らして鋗鳭することで一人一人の鷨ごし方を鈝峮した。

ք典䓦氬鞁䈘儖䈘⯥օ

ք渋隴ذتٚخ⯥օ

ք調査⫂㳊օ
٬َスト؜ーغを見る、取る
٬デジタルئイؾージを見る
٬䈳る
٬L661を⮵榫する
٬その他

ք調査⫂㳊օ
٬儬の⮵榫
٬L661を⮵榫する
٬鎇す
٬その他

L661َート

L661َート

ӣ�SMILE 炘会実꽦実产場所�

ӣ渋谷ٚخスタ⯥ٝイアؗト��

�0 ��



�2 �3

ӣ�奥渋調査鈝峮場所マشプ�

1� 調査⫂㳊

2調査٬⮆冪磵冽

ք調査哭要օ
　東京都市大学の斻自調査として、奥渋に住׳人々の活動や、奥渋の僃㳝りである代々儒⪙䆲駅との関➟性を、「交
鵟」「㷯性」「帩槳空間」の �つのꯁ泘を鵟して調査した。
ք調査泘的օ
٬奥渋をどんな人がどんな⮵榫をしているか䤧䭂するため
٬人の流れを湳り、鵟鷨する人、鐍もが⮵榫できるようなデザインؤーغを考えるため
ք調査ꯁ泘օ
日侇11 月 10 日 	 姡 
 ֐ 11 月 1� 日 	 ㎻ 

　　　12 侇 00 12֐⮆ 侇 �� ⮆ �1� 侇 1� ֐⮆ 1� 侇 00 ⮆
Ӗ⪦鵟調査
調査⫂㳊日♀٬㛾⠮٬鋗入者

Ӗ㷯性調査
鈝峮場所5IF�MPOPDMF�SIPQ�5PLZP ꤍのؤインقー؞ンء�
　　　　　'6(LE/ ⯥
調査⫂㳊槀性年룻㷺٬㝵性年룻㷺٬僜逷調査

Ӗ交鵟調査
鈝峮場所5IF�MPOPDMF�SIPQ�5PLZP ꤍのؤインقー؞ンء�
調査⫂㳊交鵟方向⮯ٓلリティ調査
渋谷方面֐代々儒⪙䆲駅方面 


                  11�1�	 姡 
       11�11	 儒 
       11�12	 ꄋ 
     11�13	 ㎻ 
                     11�1�	 姡 
        11�11	 儒 
        11�12	 ꄋ 
       11�13	 ㎻ 


٬奂鬳的昼間に韀わいを見せる。
٬昼間の人丗と㛗方の人丗の鷿いが全⛮的に少ないため、禆続的に人鵟りがあるといえる。

քよ䈘轵の㷯䓪調査磵冽օ

奥渋は大人のまちというイْージから㛗方が韀わうと◀䘶をしていたが、昼間の׮うが奂鬳的韀わいを見せ
ており、商店街として機耆している一面がうかがえる。

��������������11�10	 姡 
�������������������11�11	 儒 
���������������11�12	 ꄋ 
�������������11�1�	 ㎻ 
�������������������11�10	 姡 
�������������������11�11	 儒 
����������������������11�12	 ꄋ 
��������������11�1�	 ㎻ 

٬䇖日と⚔日の䄐があまり扛く、㝵性の鵟行ꄈは昼間の方が㛗方よりも多いことが⮆�かった。

ք鷛塥鷹の㷯䓪調査磵冽օ

䇖日と⚔日で人丗の䄐が少ないが、僜逷に大きな䄐が出たため、䇖日と⚔日で⺱׋人が遊塥鷹を⮵榫してい
るわけではなく、遊塥鷹を⮵榫する人は䇖日と⚔日で入れ僀わっているのではないかと考えられる。

٬商店街では㎻偿日でもスーص硌の僜逷が多く、遊塥鷹ではスーص硌の僜逷が非常に少なかった。

ք僜逷調査磵冽օ

スーص硌の僜逷をした人と私僜を着た人がそれぞれ一㲊丗いることから、绷遊岜合しているまちだというこ
とが伺らかになった。

٬㵸㑔ٓلリティを⮵榫する人が֐割׮どいるため、㵸㑔ٓلリティの꧎要が냕いと考えられる。

ք◫鵟調査磵冽օ

商店街の街饟䆋⿦の於さに対して、自鬇髪での⮵榫が多いことから、地⩕住民にとっても⮵榫❫⡁の냕い場
所であると考えられる。

٬スー���������٬ص私僜 ٬スー���������٬ص私僜

ջ佾ꝴמ韀؂ַ؅釤׎յよ䈘轵的嚀耆ֹֿ׾ֻֿ־

ջ䇖仼כ⚔仼の䄐ֿׂםյ鷛塥鷹鵟车縖ע䇖仼כ⚔仼׿⪋ך僀׾ַיז؂

ջص٭ت硌の☔כ熖僜の☔ֿյ┉㲊のⰟ⺬ך岜⺬׾ַי׊ր绷鷛岜⺬のהױց׾ֵך

ջよ䈘轵鵟׽の꧎要ע냕ׂյ塥车縖כ㵸㑔ֿٓؔطٛل鵟车׾׌◫鵟丝⤓ֿ䑒要׾ֵך

槀䓪 㝵䓪

槀䓪 㝵䓪

よ䈘轵 鷛塥鷹

渋隴껬׼־♏չ儒⪙䆲껬亠ꪫ ♏չ儒⪙䆲껬׼־渋隴껬亠ꪫ

1-4 社会実験調査
都市大奥渋調査

佾

㛗亠 佾

佾
㛗亠

佾

佾 㛗亠

佾

佾
㛗亠

佾
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ӣ店艥の立地と牊걉の⮆䄭� ӣ�つの街饟の⛣糋関➟㍲

2-1 奥渋とは

1� 奥渋עכ

2� 奥渋の攐䐶

3� 奥渋の鐐갭

　渋谷において「塥きたくなる、行ってみたくなる魅力的な界隈شؾ٬ト٠ークづくりとなる都市デザインلジ٘
ン」の検討のうち、エリア⫂回遊の向上と界隈の魅力向上のため、「奥渋エリア」をケーススタディとして、調査٬
䬠勅を行った。
　回遊性において、泘的地としての店艥の集犉、移動のための街饟空間の 2点から奥渋の攐䐶を丝杼した。

　渋谷駅から⴮里に硜 �00 離れた場所に、「奥渋」と呼ばれているエリア
がある。201� 年に㱢榹䃷ن؜ェを磬ㅀしている L%�, が僃⮣に「遊渋」と
言い㡎めたことがは׋まりと言われている。
　杯㏇では、東急氬鞁店から代々儒⪙䆲駅あたりまでの、⴮里方向に碷Ꝏい
エリアが奥渋と呼ばれているが、伺澬な疗囲は婊まっていない。奥渋は界隈
の雰囲気はあるが、伺澬な㗞界の扛い偵佣な㰆㏇と考えられる。

　調査にあたり、東急氬鞁店の先、㳪٧谷一┊泘鵟りと㱢榹䃷遊
塥鷹が┾行して鵟っているエリアを「奥渋エリア」と設㲊した。　
　この場所に立地している店艥の牊걉と❫劲䅮をリئーزしてみ
ると、냕い❫劲䅮の⠕人磬ㅀの店艥が⮆丆して立地していること
がわかった。奥渋エリアの落ち着いた雰囲気や、こ׋んまりとし
た雰囲気は、立地している店艥からꃘ成されていると考えられる。

ջ目的㏐י׊כの䈘艥の뇂ⱱ

　奥渋の街饟は、㳪٧谷一┊泘鵟りと㱢榹䃷遊塥鷹が┾行して鵟っている。その 2つの街饟をつな׃鷹は 10 ٦所
♓上あり、2つの鷹は行き来しやすい。つの街饟、それぞれの攐䐶を丝杼した。

ջ燯Ⳃの״גの轵饟狜ꝴ

辐　굁괏店䇖㏯❫劲�

　奥渋に┾ש魅力的な店艥に対し、鷹饟や遊塥鷹などの⪜⪦空間の敯媲を調査してみると、店艥が多く立地している
㳪٧谷一┊泘鵟りは髪鵟りが多く塥きづらい梪㗞であり、髪┸鵟行焔塛の塥きやすい梪㗞である㱢榹䃷遊塥鷹はただ
鵟り䥁けるだけの鷹となっていた。立地する店艥と街饟梪㗞のデザインがミスマزشを起こしており、婊して魅力の
ある空間とはいえないことがわかった。
　よって、杯㏇の奥渋は泘的地としての店艥の䧏つ魅力によって成り立っているエリアであり、店艥♓㛙の街饟を⻠
めた奥渋の空間そのものの魅力は╳しいといえる。奥渋が空間として魅力的な場所になるためには、商店街の街饟٬
遊塥鷹٬店艥に笋がりを䧏たせる要素を⛼る䑒要がある。

ք㳪٧谷一┊泘鵟りօ
̜髪が一方鵟行の鷹饟

ք㱢榹䃷遊塥鷹օ
̜髪┸鵟行焔塛の遊塥鷹

٬髪鵟りが多く、껺髪している髪も多いため塥きづらい。
٬⠕性的で魅力的な店が媇㸓あるが、饃離が ��0 もあるため、塥いて
　め׃るにはややꝎい。
٬店艥が鵽続しておらず、韀わいも鵍⮉れやすい。

٬建擻が냕い割に鷹の䆋⿦が於く、㏆鳠䚉がある。
٬街愉が少なく、㛤はかなり倊くなってしまう。
٬稅はあるが、吣劳が多すׁて倊くなっているところもあった。
٬遊塥鷹に面する建擻はلルやマン٘بンが多く、店艥が少ない。

辐　굁괏店店艥丗�

ջ狜ꝴי׊כの뇂ⱱの埝㞜

ք杯㏇の奥渋の魅力օ

�空間としての魅力　　　ջ店艥の魅力

�� ��



ӣ L661アプリから鬇榫

ք来街者年代⮯割合օ

2-2 奥渋回遊戦略立案のために
1� 目的

2� 調査概要

3ٛز٭ئؓثؕٚػ（概要）

�� ��

ք�1� ㏐㓊攐䓪օ　奥渋לם渋隴껬׼־㵼׊ꦕؙؓٛג׿の뇂ⱱ鏀湳の䦡大の䑒要䓪

ք�2� ◫鵟օ　L661 哕꥗╈鉮寕の⺎耆䓪┉כ┕⺸㍑鷛䓪の׾׻מトの錃糋٭َ

ք�3� ㍑鷛䓪の╚⛮օ　萴縖כ大☔ֿ⪦㰆׊յ侇♏יז׻מ㚺⴫׊禈ׄ׾轵

ք�4� 亠׽のֵ׽ױלכյכの攐䐶ؙؓٛג釤ֻ׼־׊⭳׿օ　嶮ت٭ًتプ٤٭؛

ք��� ⼽鱨㏐㓊כの꞊׽؂օ　⼽鱨㏐㓊מ SMILE ؅㷣ꝧ״ג׾׎׈の調査

　渋谷駅周辺は谷地䎬となっていて、谷䈓に集められるように駅周辺に人が一哕集中し
ている。しかし、渋谷駅から奥渋エリアにかけては谷続きの地䎬になっており、㏧を上
らずに駅から奥渋エリアまで行けるにもかかわらず、奥渋エリアの塥行者交鵟ꄈは少
なくなっている。ここで、L661َートの⮆䄭を見てみると、奥渋エリアには׮とんど
L661�َートが設糋されていないことが⮆かった。奥渋エリアに L661َートを多く設
糋することは、奥渋エリアへの人の流れを活発にし、駅周辺の一哕集中を稷⽰する一つ
の手壿になると考えられる。

　調査した烕⶟、㱢榹䃷槄、鷹曆㏧、冋忼、㳪٧谷、烕㸓槄奥渋のか所の⺨エリ
アとも⠕性的な店艥やその地域の塷⺒が犉み重なってできた取り磝み、㏇住者の攐䐶が
まち٬地域を⛼っていて、それらによって生み出された界隈の魅力的な攐性がある。し
かし、渋谷駅周辺のن؛ィスにⳝめている人や黽㛙から訪れる人など、渋谷エリアでの
一人一人の行動疗囲は於い。多様な文化のまちであることを多くの人が湳らないのが杯
実であることが伺らかとなった。

ք㷈住者օ
渋谷区の人⹾は、戦後から増ⱶ٬峎少を筝り鲭し、杯㏇は増ⱶ⥝向にある。しかし、少
子냕룻化が䍚く、一世䅮䎎たりの人⹾が峎少⥝向にあることが鐐갭である。
ք来街者օ
20 代 �0 代 �0 代の人丗奂が냕く、萴者だけでなく大人も訪れている。
ք奥渋店艥調査օ
大人に適したㅀ哅侇間と❫劲の店艥が多く立地している。

　本プロジェクトの䬠勅は、今ある攐䐶を活かした街饟デザインと、塥きたく
なる䄄㜂を取り入れた新たな䦠点をⰨ出することである。　　
　杯壿꣪では、店艥の㛙にيンزを糋くことで、お店の㛙にも韀わいが䇶がり、
その韀わいが笋がると磵果的に鵟りに韀わいが生まれている❆が丆見された。
このような敯媲を展ꝧすることを泘䧗し、鷿った攐䐶をもつエリアごとに何牊
걉かのとどまり方を検討し、それぞれに合うとどまり方を䬠勅する。この樟な
る場を生んでいくことが、この都市の魅力となる。

　周辺地域烕媼槄、代々儒、渋谷⸉㳓それぞれの攐䐶を馐まえて、
ある爊䈱規模が大きく人鵟りの多い場所⪜⪦空間や商哅产設や、
鵟鷨する人が多い鷹などの䦠点を中心に、周辺地域へ SMILE を展
ꝧすることが僗Ⲗであると考える。ⱶえて、交鵟機関を⮵榫してこ
のような場所に人が集まることが伺らかとなったため、大鵟りや塥
鷹などの人の流れを䙫閁した䗯報発⟓も重要な点である。

　٬奥渋の鐐갭からわかった䑒要な要素

プٚء٤ؼ٤٤ؕاظ

ք㏐㓊攐䓪օ　奥渋לם渋隴껬׼־㵼׊ꦕؙؓٛג׿の뇂ⱱ鏀湳の䦡大の䑒要䓪

ք◫鵟օ　L661 哕꥗╈鉮寕の⺎耆䓪┉כ┕⺸㍑鷛䓪の׾׻מトの錃糋٭َ

ք㍑鷛䓪の╚⛮օ　萴縖כ大☔ֿ⪦㰆׊յ侇♏יז׻מ㚺⴫׊禈ׄהױ׾

ք٭؛プت٭ًت٤օ　嶮׼־׊⭳׿釤ֻؙؓٛגの攐䐶כյ׽ױלכのֵ׽亠

ք⼽鱨㏐㓊כの꞊׽؂օ　⼽鱨㏐㓊מ SMILE ؅㷣ꝧ״ג׾׎׈の調査

　٬リئーزアナٚイثで上ׅられた鐐갭

　一哕集中という鐐갭を䧏つ渋谷を⮆丆鵽䯥㑔の都市啶鵰へ鬇䬵させるため、まず対象地である奥渋へどのよう
に人を回遊させるかがプロジェクトの泘的である。しかし、䬠勅に舗る⯥にまずは 奥渋とその界隈について 杼
鉮する䑒要がある。そこで、釱点の樟なる �つの大きな鈝点から調査し、䗯報をまとめ、回遊行動の啶鵰化を㍲り、
䬠勅立勅につなׅる。　　

　　　٠ーク渋谷غィールن
̝
̝

リئーزアナٚイثꯁ泘婊㲊
̝
̝

⺨杘ごとに調査
̝

全⛮で䗯報を⪦僗

٬٬٬

٬٬٬

٬٬٬

٬٬٬

渋谷駅から冋忼٬奥渋を鵟り、代々儒⪙䆲駅までを中島准教授の◄⯥ٝ
クとともにまち塥きし、魅力があるのはどこか、鐐갭はどこかなどを自
骰の釱点で見つける。
ある爊䈱、渋谷や奥渋について䤧䭂したのち、杼鉮しきれてない点や湳
る׬き点をあׅ、ք地域攐性օք交鵟օք回遊性の╚⛮օք؛ープンスًー
スօք周辺地域とのつながりօのつのꯁ泘をさらに鎋碷に調査する。
それぞれ調査ꯁ泘を設㲊し、様々な方嫎で調׬上ׅ、それらから見える
新たな気づきや鐐갭をまとめる。
プロジェクト䬠勅へつなׅる。
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それぞれの地域の文化を残しつつ、
多様な層が楽しめるまちであることが大切。

各界隈との繋がりも意識した動線や情報を得られる場所
各界隈にある店舗や文化施設との関連を強められるツールが必要

01. 地域特性
1� 目的

2� ⫂㳊

3� ⮆冪

4ذ٭ظ鎋碷

　多様性をもつことで湳られている渋谷を、エリアごとに⮆けるとそれぞれどのような地域の攐性が杯れ
るのか。それぞれの地域で行きたいと思われている場所や泘的地、また塥いて哧しいところはどこなのか、
住民から来街者までの多鉈な釱点を䧏って渋谷のまちを䫒る。䨿えるのは、エリアイْージٚهンディン
شأは何か、⠕性的な店艥やアート٬商哅などの都市文化は何か、店艥俌鈝の界隈の鷿いはどうか、ターء
トは鐍かなどである。

　⺨エリアを調査した磵果、⠕性的な店艥、その地域の塷⺒が犉み重なってできた取り磝み、㏇住者の攐
䐶がまち٬地域を⛼っているなど界隈の魅力的な攐性はそれぞれにあるものの、一人一人の行動疗囲は於
い。多様な文化のまちであることを多くの人が湳らないことが杯実であることがわかる。

　渋谷駅から⴮里に⛣糋する烕⶟、㱢榹䃷槄、鷹曆㏧、冋忼、㳪٧谷、烕㸓
槄奥渋のか所の地域攐性を㍲るため♓┖のꯁ泘について調査したのち、
それぞれ中心となる攐䐶をまとめた。そしてꤍ䫘する界隈の䏅ꮶと踄合を考
え、渋谷を地域攐性から見て⮆冪し、䬠勅につなׅるものとした。

ք◄⯥調査օ
٬榫鵍地域　٬ストリート　٬建擻榫鵍
٬商哅店艥やジٔンル　٬地域の取り磝み

ք٭٠غٜ٭ؔنク調査օ
٬来街者、⮵榫者の攐䐶　٬攐䐶のスَشト、空間があるか

奥渋לם渋隴껬׼־㵼׊ꦕؙؓٛג׿の뇂ⱱ鏀湳の䦡大の䑒要䓪

商哅地域
�　鷹曆㏧、㱢榹䃷槄、烕⶟

鲣ꤍ商哅地域
　奥渋エリア

第一牊⛥㷺住㷈㵠榫地域
　冋忼、烕㸓槄、㳪٧谷

　まず、渋谷エリア全⛮の哭要を丝杼した。渋谷駅周辺は大㑔商哅产設やٝجクトش٘بプが多丗䬈
う商哅地域となっており、これらを泘的に訪れる人が多く、それがエリア集中につながっていること、
また地❫の냕꾚に䍚く⹚何していることがわかる。
　そのため、人の行動は꡾られた疗囲でしか行われておらず、一部の渋谷エリアで人とおꄋのまわり
はかなり荁いものの、それが渋谷全⛮につながっているとは言い⮉れない。

ӣَジؼ٘بンءマشプ ӣَジؼ٘بンءマشプを地㍲上で辐したもの

ӣ調査対象エリア�

ӣ榫鵍地域マشプ

出⪯焰㸓烣代٬絢諰葏二「渋谷のشؾト٠ーク攐性に着泘した塥行空間の行動⮆冪」　�

ӣ渋谷駅周辺地❫マشプ

20 2�
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出⪯渋谷文化 1630+E$5

01. 地域特性

ք鷹曆㏧օ　Ӱ渋隴の二仾ֿ岜ؙؓٛ׾׉

ք烕⶟օ　Ӱ㛡喋ֿٜؕذتتنؕٚם⪦㰆ؙؓٛ׾׌

ք冋忼օ　Ӱ菚软乃⴫כ꞊׽؂のֵ׾ꝰꪐם⛨㱝轵

4ذ٭ظ鎋碷

出⪯渋谷区

　商哅地域であり、جンター街が象䐶的な渋谷㷍䧗の活気のある繁華街のエリアである。また、
#VOLBNVSB、ٙٓبトٌ̓ールやجンター街での合嫎نٚءィティプロジェクトのꝧ⤹など文化的
な側面を䧏つのも攐䐶で、12 牊걉の⠕性的なストリートがある。奥渋に続く؛ーٔزーغローغは、
渋谷駅の文化的な商いを界隈にも笋׃役割を䧏つ。

　商哅地域であり、大㑔商哅产設からٝجクトش٘بプがつのストリートを中心に建っている׮か、
㎁立代々儒琂䤗場や⴮谷⪜㎥など⪜⪦产設も充実したエリアとなっている。⮵榫者は鲣ꤍ住民からل
ジؾスقーخンまでと䆋䇶い。鈝⩞⺲所ن؛٬ィス街٬住㱝街と日常と非日常が⪦㰆し、多様なٚイ
。スタイルの岜㏇を⺎耆とするエリアであるن

このエリアは多くのن؜ェが点㏇している。䄅の㍲からわかるように、渋谷駅に鲣いところはزェーン
店が多く、鴫に渋谷駅から少し鸜い⛣糋には、クٚهの曆関⹾で颋いئؒنーغが攐䐶的な「鷹曆㏧ن؜ェ」
や、؛ーケストٚの庋㜰が流れる「⺲傪ㄪ蓝ٚイ؛ン」など⹿くからある店艥も。
　また、䆋⿦が䇶く塥行者も鷞鬇者も安心な文化兎鵟りとは樟なり、鷹曆㏧は䆋⿦が於いうえ、قー؞ン
。ーターが扛く、催に髪냕の냕い哅者の髪が饟껺しているため回遊するのにやや⷇ꣅであるْء

出⪯╖◒氬鞁出⪯TLZTLZTLZ�OFU出⪯1I95"

出⪯ءリーンثジ٘ه

第一牊⛥㷺住㱝㵠榫地域で냕碌住㱝街である。髪鵟りは少なく、安心して塥行者٬自鬇髪が䏡来で
きるエリアになっている。紆软귆があることや、エリア⫂䫴炐冎には文化٬菚软関鵽َスターの䫴炐
が泘立つことから、アートに重きを糋いている地域である。その他には、夵年 �月にはꄋ曓⪙䆲㲯の
お烰りの手伝いなども行っており、周辺地域との笋がりもある。　エリア⫂にある、ꏜ島冋忼⪜㎥は
エリア㛙部からの⮵榫者も多く、⮵榫者としては、㎥⩩٬お昼⚔みの炘会人٬냕룻者など様々である。

出⪯5IJTJTNFEJB 出⪯東京とりっת 出⪯渋谷文化 1630+E$5

第一牊⛥㷺住㷈㵠榫地域、鲣ꤍ商哅地域、第二牊⛥㷺住㷈㵠榫地域、第二牊住㷈地域の �つが岜
㏇するエリア。斻立住㱝、集合住㱝璡の냕碌住㷈が多い。全⛮的に落ち着いた雰囲気を䧏ちつつ、商
哅、ن؛ィス、生活と踄合してお、؜ルٔزーの発⟓地でもある。周辺には大学もあり、「绷٬遊٬住」
が充実していることも攐䐶である。
　㳪٧谷をよく湳る人や住民からは、㳪٧谷の生活がより哧しくなることを갾っている一方で、杯㏇
の㳪٧谷と渋谷との┊䈱荁い饃離䚉、ٚفンスが㾆れることを⷇䘧する㚜もある。

第一牊⛥㷺住㷈㵠榫地域で냕碌住㱝街が䇶がる。商哅地域と住㱝街がきっפりと⮆かれていること
や、冋忼よりも集合住㱝が多いのが攐䐶である。大✳귆がつ׮どあり、㛙㎁人も少なくないエリア
である。ن؜ェ、فー、本㷑、ꥭ鞁㷑などが髲をつらנる一方で、スーقーなども┾צ、住民の生
活䚉も䚉׋られる。꤉れ㳃的に㰆㏇する店艥も多いため、餉を鷞שたצに発見があるエリアでもある。
　㳪٧谷と⺱様に、エリアの魅力を鏀湳向上を갾う一方、鷨䈱な韀わいに対する䥟䤺䚉もある。

出⪯@BOE�$PFF出⪯S1#S

出⪯#FBDI(BMMFSZ 出⪯㳪٧谷新绂出⪯㳪٧谷新绂

出⪯8FC�"DSPTT
出⪯5JNF0VU 出⪯괏׬ロء

ք㱢榹䃷槄օ　Ӱ渋隴⵱㷍䧗の竳虒轵ؙٛؓ

ք㳪٧隴օ　Ӱꪐך־յ大☔ֽ嬬蛽ֿ䇶ֿؙؓٛ׾

ք烕㸓槄օ　Ӱ㉢ף״㉢ל׮׳뇂ⱱֿ嶮׾׿よ䈘轵ؙٛؓ
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02. 交通

2� 2�

　渋谷は、多丗の人が駅周辺の꡾られたエリアに集まることによって起こる、一哕集中がゖ갭となってい
る。本調査では、渋谷の一哕集中の杯敯を㲊ꄈ的に⮆冪し、一哕集中をもたらす⸉㍔を、交鵟ꄈや鷹饟䆋
⿦璡の交鵟の鈝点から⮆冪する。調査によって䐂られるデータから渋谷の交鵟の鐐갭を見出し、一哕集中
を鉮寕して回遊性を向上させる方嫎を検討する。

ք鷹饟䆋⿦օ

٬٬٬䇠稗鷹饟の⮆䄭や碷い饟地の⮆䄭を䤧䭂する
٬٬٬適⮉な塥行空間が澬⟊されているか䤧䭂する
٬٬٬塥行者の交鵟ꄈが多い場所を澬鏀し、人の流れを䤧䭂する
٬٬٬䆋⿦の於い鷹饟の⮆䄭を䤧䭂し、交鵟ꄈに対して適⮉か澬鏀する
٬٬٬L661َートが人の流れに䏅ꮶを与えているのかを䤧䭂する
٬٬٬地䎬が人の流れに䏅ꮶを与えているのかを調査する

　文化兎鵟り、鷹曆㏧は、塥行者交鵟ꄈの多さに対応して塥鷹が䇶く丝⤓されている。それに対してجン
ター街では、塥行者交鵟ꄈが多い割に、塥鷹にⶇ⮆な䆋が澬⟊されていない。
　地䎬調査から、渋谷駅周辺は谷地䎬となっていて、谷䈓に集められるように駅周辺に人が一哕集中して
いることが考㴔できる。しかし、渋谷駅から奥渋エリアにかけては谷続きの地䎬になっており、㏧を上ら
ずに駅から奥渋エリアまで行けるにもかかわらず、奥渋エリアの塥行者交鵟ꄈは少なくなっている。ここ
で、L661َートの⮆䄭を見てみると、奥渋エリアには׮とんど L661�َートが設糋されていないことが
伺らかとなった。奥渋エリアに L661َートを多く設糋することは、奥渋エリアへの人の流れを活発にし、
駅周辺の一哕集中を稷⽰する一つの手壿になるのではないかと考えられる。

出⪯䇖成 2� 年渋谷区䆋⿦⮯鷹饟杯媲㍲

　⺓の㍲は、渋谷の鷹饟䆋
⿦を地㍲にプロشトしたも
のである。この㍲から渋谷
は、駅を中心に䷑㵣敯に䆋
⿦の䇶い䇠稗鷹饟が⮆䄭
し、その間を竂うように䆋
⿦の於い鷹饟が⮆䄭してい
ることが⮆かる。この䇠稗
鷹饟が駅を中心に䷑㵣敯に
⮆䄭している様子から、鵟
鷨交鵟が渋谷駅周辺を鵟る
ことになり、駅周辺が岜ꥭ
するという鐐갭が生׋てい
る。

ք塥鷹䆋⿦օ

出⪯東京都鷹饟⺏䅲、渋谷区鷹饟⺏䅲

　⺓の㍲は、渋谷の塥鷹䆋
⿦を地㍲にプロشトしたも
のである。この㍲から渋谷
は、䇠稗鷹饟では䆋⿦の䇶
い塥鷹が澬⟊されている一
方、䇠稗鷹饟♓㛙は塥鷹の
䆋が於く、塥鷹が扛い鷹饟
も多く㰆㏇していることが
⮆かる。この攐䐶から、塥
行者交鵟ꄈの多い駅周辺で
はⶇ⮆な塥鷹䆋⿦が澬⟊で
きていないため、塥行者が
⷇ꣅにさらされていること
が⮆かる。

辐　渋谷の╚要な鵟りの鷹饟䆋⿦、塥鷹䆋⿦、塥行者交鵟ꄈ

交鵟に関する �ꯁ泘について、それぞれ♓┖の泘的で調査した。

鷹饟䆋⿦
塥鷹䆋⿦
塥行者交鵟ꄈ
䆋⿦ �N未嵹の鷹饟の⮆䄭
L661َートの⮆䄭
地䎬

2� ⫂㳊

1� 目的

3� ⮆冪

4ذ٭ظ鎋碷

L661 哕꥗╈鉮寕の⺎耆䓪┉כ┕⺸㍑鷛䓪の׾׻מトの錃糋٭َ
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02. 交通
4ذ٭ظ鎋碷

ք㏐䎬օ
ջ渋隴の㏐䎬׾׻מ弍㏇的ם㍑鷛䓪の⛥׈
　⺓㍲は㎁㎻地杼ꢙの地䎬の냕⛥䄐を辐した
地㍲である。渋谷の地䎬は、渋谷駅を中心に
䷑㵣敯に냕くなっていることがわかる。その
ため、渋谷駅周辺は移動がしにくい地䎬と言
える。このような地䎬が、回遊性を向上する
ための大きな꤃㲹となっている。
　一方、渋谷駅から奥渋方向は、奂鬳的냕⛥
䄐が㵸さい。このことから、奥渋へ移動する
ルは⛥く、人の流入を➢進できる弍㏇غーـ
性を⟊䧏している。このَテンٔبルを活か
す䄄㜂が䑒要であると考える。

　⺓㍲は䇖成 2� 年の渋谷区㎻地⮵榫杯敯㍲
であり、渋谷駅周辺の塥行者交鵟ꄈを鷹饟⮯
に湭ⷄと荇を✳榫して辐している。この塥行
者交鵟ꄈから、鷹饟䆋⿦の䇶い大鵟りに塥行
者が集中しており、渋谷駅を中心に交鵟ꄈが
⺱心⫃敯に㚺化していることがわかる。
　また、大鵟りから一本㛙れると塥行者の交
鵟ꄈが大きく峎少していることがわかる。こ
のことから、塥行者の移動は大鵟りが╚鬨と
なっており、弍㏇的に碷い鷹を鹴けていると
考えられる。

ք塥车縖◫鵟ꄈօ

　⺓㍲は䇖成 2� 年の渋谷区鷹饟䆋⿦杯敯㍲
であり、渋谷駅周辺の鷹饟䆋⿦を荇を㚺えて
プロشトしたものである。颋くプロشトした
鷹饟が䆋⿦ �N未嵹の鷹饟である。大鵟りを
ꢜく渋谷の׮とんどの鷹饟が䆋⿦ �N未嵹と
いうことがわかる。
　このことから、渋谷駅周辺の鷹饟は、自働
髪にも塥行者にも安全で荁㞐な交鵟空間が澬
⟊されているとは言えない。この交鵟空間を
䷉ャすることが、渋谷の安全性と回遊性を向
上させるための䑒要兢♭であると考える。

ք䆋⿦ �N 儔嵹の鷹饟の⮆䄭օ

ջ껬⼽鱨מ塥车縖ֿ㳡꥗׾ַי׊

ջ䆋⿦ �N 儔嵹の鷹饟ֿ㛡ַ

քL661 トの⮆䄭օ٭َ
ջ L661 の俊⹕曍דױע냕ַׂם
　⺓㍲は 2021 年 � 月侇の L661�َートの設
糋⛣糋を㵠榫アプリから䤧䭂したものであ
る。杯㏇ L661 َートが設糋されている⛣
糋は、榹㎥都市稗、◒の꯽稗、㵸榹急稗、㸓
手稗の媮稗に点㏇していることがわかる。媮
稗♓㛙では、商哅产設の鲣辺である◄が多い
ため、人の動きを➢進させる䙫㍲が見える。
　しかし、新しいٓلリティとして㲊着させ
るには、まだَートの丗は少なくそれぞれの
⛣糋が離れていることがわかる。

出⪯㎁㎻地杼ꢙ出⪯䇖成 2� 年渋谷区鷹饟䆋⿦杯敯㍲

出⪯䇖成 2� 年渋谷区㎻地⮵榫杯敯㍲

ӣ L661アプリから鬇榫 	2021 年 � 月侇 
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渋谷区の人⹾は、1����年から��0 年間峎少し
ているが、世䅮丗については、1����年まで
は増ⱶ⥝向にある。そこから一䈱峎少⥝向に
あったが、2000 年♓꡸も増ⱶしている。し
かし、世䅮䎎たりの人⹾は峎少⥝向にあり、
201��年の世䅮䇖㏯人⹾は、1���人となった。�

03. 回遊性の主体

2� ⫂㳊

1� 目的

3� ⮆冪

4ذ٭ظ鎋碷

　日本を代辐する繁華街の一つである渋谷は、⸉㳓と┾צ「萴者の街」としても湳られている。谷䈓に剚
える渋谷という街に実꤀に㳃を䧏つ住民や訪れる来街者の攐性や⥝向はどのようなものなのか。渋谷区の
これまでの人⹾䫟移と今後の◀䘶などを澬鏀し、そこから見える今後の鐐갭、냕룻化や少子化などのゖ갭
点を澬鏀して、䬠勅のターشأト婊めに⮵榫する。
　また、今回の䬠勅地域である奥渋の店艥の攐性を調査し、奥渋を⮵榫する人の杼由や年代を考㴔し、そ
こから、⪮⛮的な奥渋䬠勅のターشأト鹟㲊を検討する。

　回遊性の╚⛮についての調査を♓┖の杼由でそれぞれ調査した。
ք㷈住者օ
総人⹾の䫟移　　　　　　٬٬٬年代⮯人⹾の䫟移を澬鏀し、渋谷の㵧来性を検討する
人⹾啶鵰　　　　　　　　٬٬٬渋谷に住׳人⹾啶鵰を澬鏀をし、ターشأト鹟㲊する
世䅮丗と世䅮人丗の䫟移　٬٬٬世䅮丗と世䅮人丗から渋谷の住㷈◄䗯を考䜡する
ք来街者օ　　　
槀㝵奂、年代　　　　　　٬٬٬来街者の攐性を考㴔し、住民♓㛙のターشأト鹟㲊に⮵榫する
㳓媽者の䫟移　　　　　　٬٬٬渋谷を㳓媽する人の人丗やؤロナでの人丗の㚺化を䤧䭂する
ք奥渋店艥調査օ
店艥立地と店艥丗　　　　٬٬٬奥渋の店艥立地を調査し地域ごとのアプローزを検討する
굁괏店割合　　　　　　　٬٬٬굁괏店の牊걉を調査することで、来街者の泘的を検討する
굁괏店❫劲䅮、ꝥ店侇間䅮٬٬٬❫劲䅮とꝥ店侇間から⮵榫者の攐性を考㴔する
地域⮯䇖㏯❫劲　　　　　٬٬٬地域⮯䇖㏯❫劲を調査し地域ごとのアプローزを検討する

ք㷈住者օ
٬渋谷区の人⹾は戦後人⹾が急増し�1����年にمークを♀けた後峎少を続けていたが、1����年を䈓に増ⱶ
に鬇׋て♓꡸、杯㏇も増ⱶ⥝向にある。
٬1��塶未嵹人⹾およ�1צ��塶から����塶人⹾は、嘦ばいもしくは䐬増⥝向、���塶♓上人⹾は、一鞉して増
ⱶを続けている。
٬人⹾啶鵰は、㎁全⛮と奂鬳して少子化⥝向が䍚く냕룻化⥝向は䍏くなっている。また生榤年룻人⹾の割
合が大きくなっている。
٬世䅮丗は増ⱶ⥝向にあり、世䅮䎎たりの人⹾は峎少⥝向にある。
ք来街者օ
٬20 代 �0 代 �0 代の人丗奂は硜 20であり、萴者が多いまちのように䚉׋るが実꤀ �0 代や �0 代の方も
20 代と⺱׋くらい訪れている。
ք奥渋店艥調査օ
٬㷈鿯㷑とفーの割合が굁괏店の �0䍏をⶭめ、㛤にㅀ哅しているお店が多いことが伺らかになった。
٬굁괏店の硜 �0が䇖㏯❫劲 �000 ⫃♓上であり、냕❫劲䅮のお店が┾んでいることが伺らかになった。

ջ㷈⛨縖☔⹾ֿ㘃ⱶ׾ַי׊轵

ջ䇗㵼յ縏䇗☔⹾ע㵼ׂםյ榟榤䇗룻Ⱏ⺬ֿ냕ַ

ք人⹾啶鵰օ ք世䅮丗と世䅮人丗の人⹾䫟移օ

ջ┩䅮丗ע㘃ⱶ⥝⺸յ┩䅮☔丗ע䅻מ峎㵼⥝⺸

ջ萴縖כ大☔のⰟ⺬ע㚺ַם׼؂

ք来街者年代⮯割合օ ��ք䋝׬㳓媽者丗の䫟移օ�

渋谷区では、戦後人⹾が急増し�1����年にمークとなった後峎少を続けていたが、1����年を䈓
に増ⱶに鬇׋て♓꡸、増ⱶ⥝向にある。

渋谷区の人⹾啶鵰を見てみると、㎁と奂鬳
して、�1֐����塶の割合は少なくなっている。
また、���塶♓上の割合は㎁׮ど腬らんでお
らず、かろう׋てٚمミغش㑔に鲣い䎬を⟊
てている。一方、2��塶֐����塶の割合は渋谷
区の割合は大きくなっている。

20 代、�0 代、�0 代の人丗奂は
硜 20であり、萴者が多い街
のように䚉׋るが、実꤀ �0 代
や �0 代の方も 20 代と⺱׋く
らい訪れている。
ロナによって、リٓート٠ーؤ
クの㵵入や渋谷で㳓媽する人が
峎っている。

萴縖כ大☔ֿ⪦㰆׊յ侇♏יז׻מ㚺⴫׊禈ׄ׾轵

出⪯渋谷エリア攐性�]�50,:6�00) 出⪯3ES"S地域磬岷⮆冪بステّ

出⪯3ES"S地域磬岷⮆冪بステّ

出⪯201� まで㎁ⳙ調査　2020 年住民㓹本⺏䅲氧ꎰ者丗

ք総人⹾の䫟移օ

出⪯総ⳉ泸礴計㷀

出⪯住民㓹本⺏䅲

2� 2�
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03. 回遊性の主体
4ذ٭ظ鎋碷

　奥渋の店艥を굁괏店と굁괏店♓㛙で⮆けてプロش
トした㍲である。人が訪れる泘的ともなる「店艥」
がどれくらい㰆㏇するのかを䤧䭂することにより、
杯㏇の人の流れを䘶㲊することができる。䄅㍲より、
奥渋には굁괏店が多いことが⮆かる。また、遊塥鷹
にはׯ׮店艥はなく、◒の꯽鵟りにつながる؛ー
に面している店艥が多いことが⮆かغローغーٔز
る。よって、店艥は少なくないが、奥渋⫂の人の流
れはׯ׮一本の鷹で成り立っていると考えられる。

ӣ�굁괏店と굁괏店♓㛙プロشト㍲�

ӣ�굁괏店牊걉⮯プロشト㍲�

　奥渋に㰆㏇する店艥をٝストٚン٬㷈鿯㷑ف٬ー٬
伺の牊걉に⮆けてプ┘ェ٬ꥭ鞁٬僜٬その他٬ن؜
ロشトした㍲である。⪮⛮的にどのような牊걉の店
艥があるかを⮆걉することにより、地域の攐性を䫶
ーはいくف、ことができる。ٝストٚンや㷈鿯㷑׳
つかの店艥がまとまって㰆㏇する。一方、ن؜ェや
ꥭ鞁、僜は点㏇していることが⮆かる。굁괏店の牊
걉に⢎りがないことから、昼㛤ゖわないまちづくり
ができると考える。しかし、泘的がなくとも訪れら
れる店艥が少ないことは鐐갭である。

　立地による店艥丗の割合
を辐した㍲である。地域に
より店艥丗に⢎りがあるこ
とが⮆かる。

　굁괏店の割合を炐し
た㍲である。ٝストٚ
ンがⶐ丗をⶭめる。

ջ奥渋מ㰆㏇׾׌䈘艥ذ٭ظ

ӣ店艥の❫劲⮯プロشト㍲�

ӣ�店艥のꝥ店侇間䅮⮯プロشト㍲�

辐　굁괏店⮯䇖㏯❫劲

　⺨店艥の䇖㏯❫劲で⮆けた㍲とまとめ
た辐である。❫劲䅮を炐すことで、⺨店
艥の㲘㷺を䤧䭂することができる。
　2��� ⫃♓┖のリーثナهルな店艥も
一㲊丗㰆㏇するが、ⶐ丗♓上が �000 ⫃
からの店艥であることが⮆かる。この
データから杯㏇の㲘㷺は年룻㷺が냕いと
䘶㲊する。

　⺨店艥のꝥ店侇間を � つの侇間䅮に
⮆けてプロشトした㍲と丗⡁化した辐で
ある。ꝥ店侇間により、どの侇間䅮に韀
わいがあるかを䘶㲊することができる。
1� 侇⯥と 2� 侇♓꡸にꝥ店する店艥が一
㲊丗㰆㏇することが⮆かる。よって、「昼
の갹」と「㛤の갹」の二面性をもつ地域
だと䘶㲊される。

ք굁괏店地域⮯䇖㏯❫劲օ　
　굁괏店に꡾㲊し、䇖㏯❫劲を炐し
た辐である。㷈鿯㷑の䇖㏯❫劲が一
樑냕いため、㛤のまちは⹜入の냕い
大人が集う地域だと䘶㲊される。

　굁괏店 　굁괏店♓㛙

　ٝストٚン
　㷈鿯㷑

ーف　
ェن؜　

　ꥭ鞁
　僜

　その他
　┘伺

�� 店艥

20 店艥

1� 店艥

1� 店艥 2店艥

　ٝストٚン
　㷈鿯㷑
ーف　

ェن؜　
　その他 　烕㸓

����

2���

2��0

1���

　冋忼
　㱢榹䃷
　㳪٧谷

辐　굁괏店地域⮯䇖㏯❫劲

東急氬鞁店

東急氬鞁店

ջ굁괏䈘ֿ㛡ַ奥渋

ջ目的䓪ח׵؅䈘艥ֿ㛡ַ奥渋

ջ⫃♓┕の䈘艥ֿ㛡ַ奥渋

ջꝥ䈘侇ꝴの䆋ֿ䇶ַ奥渋

ք굁괏䈘の牊걉⮯䈘艥丗օ ք䈘艥玮㏐כⰟ⺬օ

東急氬鞁店

30 3�

　侇 _侇

　侇⯥
　侇 _侇

　侇 _侇
　侇♓꡸

　֐

　֐
　֐

　֐
　֐
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2� ⫂㳊

3� ⮆冪

1� 目的

ӣ嶮れ出し調査におけるエリア⮆け

04. オープンスペース 4ذ٭ظ鎋碷

て、奥渋エリアの湳⺲䈱が⛥いことや鷹が於いこと、⪜ꝧ空地が上手く活榫出׋٠ークを鵟غィールن　
来ていないことが䧸ׅられた。そこで本プロジェクトでは、今ある攐䐶を活かした街饟デザインと、塥き
たくなるような䄄㜂を取り入れた新たな䦠点をⰨ出することを䬠勅する。街饟デザインには鷹饟の⮵榫の
☼方の䄄㜂、新たな䦠点には؛ープンスًースの活榫の䄄㜂を、杯壿꣪ではどのように行っているのかが
䑒要な要素として考えられ、♓┖の調査を実产した。

٬⪜ꝧ空地のプロشト
٬店艥⯥空間嶮れ出しの調査
̜対象エリアを(PPHMF ストリートٖلーで塥き、
　店艥からの嶮れ出しや、人の活動が見られた甙所
　をプロشトした。対象地域は、⺓㍲のつである。

ջ䈘艥⯥狜ꝴ（嶮׊⭳׿）の調査

ք㳪٧隴ؙٛؓօ　嶮れ出しの丗�⠕
٬仾䃷があった大鵟り媮いに店艥はあるが
。住㱝街で丗が少ないׯ׮���
٬店艥の丗は少ないが、⠕人磬ㅀの店艥が多く、
��行ってみたいと䚉׋る店艥が多かった。

ք烕㸓槄ؙٛؓօ　嶮れ出しの丗⠕
٬냕碌住㱝街でそもそも店艥が少ない。
٬大鵟り媮いがْインだが、住㱝地の中に
���店艥が⮆丆して立地していた。
٬⪜㎥はない。

ք冋忼ؙٛؓօ　嶮れ出しの丗⠕
٬飃냕碌住㱝街で、׮とんどن؛ィス。
٬店艥は見られない。
٬住㱝街でも塥鷹が艥逷されている。
̜嶮れ出しづらい、糋いてあると泘立つ

ք烕媼槄ؙٛؓօ　嶮れ出しの丗⠕　
٬鷹への嶮れ出しは洇冎が多いが、テٚス䅪が
��設けられている店が多い。
ーがとまっており、⮵榫している؜ンزش؞٬
���様子も見られた。

٬エリアごとにそれぞれ鷿った攐䐶があった。
　̜何牊걉かのとどまり方を考えて、エリアに合うとどまり方を䬠勅する。
٬店艥の㛙にيンزを糋くなどしていると、お店の㛙にも韀わいが䇶がり、その韀わいが笋がると磵
���果的に鵟りに韀わいが生まれると䚉׋た。

٬期間꡾㲊によって月に㚺化があると多様な❫
⡁鈝を䧏っている渋谷に訪れる人が、艄⽏を
もって何䈱も訪れるのではないかと考える。樟
なる場を生んでいくことが、この都市の魅力で
ある。
̜⪜ꝧ空地の一侇ⶭ僗を行う。

٬常設は⚔䞐スًースに。
自⮆のお気に入り空間として訪れた侇に立ち㳝
れる㷈場所のようなものにする。

常設のとどまりは、お店と協力してつくる

とどまりをまちに⮆丆
̝

店艥と協力することで、空き地がなくても
とどまり空間を⛼ることができ、

韀わいをまちに⮆丆することができる
̝

お店の⯥にيンزを糋くなど、
何かしらとどまれるような䄄㜂をⱶえてもらう

ք⫃㸓槄ؙٛؓօ　嶮れ出しの丗⠕
٬鷹曆㏧と䫘続するٌテル街が少しだけ。
٬⠕人商店が多く、׮とんどの店で洇冎や
。が嶮れ出していたزンي���
٬エリア全⛮として、烕媼と雰囲気が⛍ていた。

ք鷹曆㏧ؙٛؓօ　嶮れ出しの丗⠕
٬丢地ׁりׁりまで建擻があるため、店艥⯥
��空間のある建擻はあまり見受けられなかった。
٬駅⯥は洇冎の嶮れ出しがいくつかあった。
٬ٌテル街の方は日中はꝰ丆としていた。

ք烕⶟ؙٛؓօ　嶮れ出しの丗⠕
٬駅から鸜ざかったところに、嬬落た⠕人磬ㅀ
���の店艥や住㱝が多くあった。
٬㛙にيンزやテーهルを糋いているところが
���多くあった。

ք㱢榹䃷槄ؙٛؓօ　嶮れ出しの丗⠕
٬⴮部には㵸学劅があり、ここだけ雰囲気が
���樟なっていた。
٬大きな商哅产設の䏅になっているところに、
���人が集まれそうな場所があった。

ջ䅻錃כ僿ꝴ꡾㲊יז׻מ㕙䢥׾ׄ⮆ַ✳؅

٭亠׽のֵ׽ױלכյכの攐䐶ؙؓٛג釤ֻ׼־׊⭳׿嶮٭
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"CFNB 5PXFST

　総合設計⯆䈱錉⺎実竮一鈋辐から渋谷区の⪜ꝧ空地を䫒したところ、合計 �0 甙所見つかった。これら
の⪜ꝧ空地にプٚスして、「)BLVKV�)BMM」と「"CFNB�5PXFST」にも⪜ꝧ空地があることがわかった。
　本䬠勅では、奥渋エリアの珷部に⛣糋する「)BLVKV�)BMM」と「"CFNB�5PXFST」の⪜ꝧ空地の活榫を
検討する。

ք)BLVKV )BMMօ　渋谷区㳪٧谷 1�����

ք"CFNB 5PXFSTօ　渋谷区㱢榹䃷槄 �0�1

ջ⪜ꝧ狜㏐の調査כプロشト

)BLVKJ )BMM

出⪯東京都都市丝⤓㷀)1　「東京都総合設計⯆䈱錉⺎実竮一鈋辐 �」

槆⥼䌕榫IUUQT���CMVFTUZMF�MJWFEPPS�CJ[�BSDIJWFT��2��0����IUNM

ӣ�渋谷における⪜ꝧ空地のプロشト㍲

3� 3�
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ӣ周辺地域の╚要产設と人の流れ�

05. 周辺地域とのつながり

2� ⫂㳊

1� 目的

3� ⮆冪

4ذ٭ظ鎋碷

　周辺地域への SMILE を展ꝧするための場所の⠮遨地を䫒るために、┖㍲のプロشト㍲を⛼成した。
人が集まる場所として 3ES"S 鈝⩞マشプの渋谷泘的地一鈋を㓹に、⪜㎥٬商哅产設٬学劅٬大✳귆٬
紆软귆をⱶえ、プロشト㍲を⛼成した。また、╚要な駅からの⺨泘的地の磬饟もプロشトすることで、
渋谷周辺の╚な人の流れを䤧䭂することが出来る。

ք⼽鱨㏐㓊の╚要产錃כ☔の孱׿の꞊➟օ

周辺地域それぞれの攐䐶を馐まえて、上㍲のプロジェクトにより、人鵟りの多い場所٬鵟鷨する
人が多い鷹٬产設などの䦠点を中心に、周辺地域へ SMILE を展ꝧすることが僗Ⲗであると考え
られる。ⱶえて、䗯報発⟓も行うことでさらなる SMILE の⮵榫が見鱮めるのではないか。

　周辺地域とのつながりでは、渋谷だけでなく渋谷の周辺地域に SMILE を展ꝧすることを泘嘅に調
査を実产する。周辺地域の攐性や、展ꝧできそうな場所の鹟㲊ꯁ泘などの調査を鵟して周辺地域に
SMILE を展ꝧするうえでの、䬠勅のテーマの方向性を検討する。

　「周辺地域のどんな場所に SMILE を展ꝧしていけるのか」と「周辺地域に SMILE を䇶めるための
䗯報発⟓の方嫎」の 2ꯁ泘に⮆け調査した。「周辺地域のどんな場所に SMILE を展ꝧしていけるのか」
では周辺地域を烕媼槄エリア٬代々儒エリア٬渋谷⸉㳓エリアに⮆걉し、نィール٠غークのデー
タから⺨エリアの攐䐶を調査した。また、SMILE を展ꝧするための⠮遨地やどのような人々の流れ
が㰆㏇するのかを調査しيースマشプに動稗を書き入れ、SMILE の展ꝧ検討を行った。「周辺地域に
SMILE を䇶めるための䗯報発⟓の方嫎」では䗯報発⟓の方嫎を塥行者を╚なターشأトとして検討

　SMILE の周辺地域への展ꝧには、ある爊䈱規模の大きな人が集まる場所を䦠点にすることが僗Ⲗ
と考えた。このような場所は、⪜⪦空間や⪜㎥や商哅产設などがあׅられる。また、交鵟機関を⮵榫
してこのような場所に人が集まることが⮆かったため、大鵟りや塥鷹などの、人の流れを䙫閁した䗯
報発⟓も重要な点であるといえる。

٬烕媼槄エリア
　人⹾ 20�� 人の槄で渋谷までのアクجスは硜 2⮆である。㳃鞪の注場は 1%, で 1��� ┒⫃と냕い⥝
向にある。烕媼駅は㵸さく、槄全他の鷹䆋は於い。また、新疣住㱝٬マン٘بンよりは⹿い建擻が立
ち┾ש。鞙い擻の⮵➘性は奂鬳的荁い。
٬代々儒エリア
　人⹾は 2�2�� 人の槄で渋谷までのアクجスは硜 2⮆である。㳃鞪の注場は 1%, で 1� ┒⫃と烕媼
槄エリアに䌕き続き냕い⥝向にある。代々儒⪜㎥があるのが攐䐶で、駅⯥には商店街もあり、活気の
ある様子である。また、新㳓にもꤍ䫘している。

ք⼽鱨㏐㓊のם؆ל㕙䢥מ SMILE ؅㷣ꝧ־׾ַׄי׊օ

ք⼽鱨㏐㓊מ SMILE ؅㷣ꝧ״ג׾׌の䗯㕔氦⟓の亠嫎օ

　周辺地域からは交鵟機関を✳って渋谷に訪れる人が多いため、ターشأトを塥行者とし、渋谷区に
㰆㏇する L661の⢥槳所や髪⛮の䇶告スًースを✳って SMILE の䗯報発⟓を䬠勅する。⪮⛮的には、　
L661 の⢥槳所には仜䇶告や立て洇冎が澬鏀できており、⮵榫できると考えられる。また、L661 の
髪⛮には L661 のロإや㵸さな䇶告を入れるスًースが澬鏀できる。鎋しく周辺地域の攐性に媮っ
た塥行者の年룻や㎁盈⮯のターشأトの⮆걉を行うことで、より䗯報発⟓がⲖ果的になると考えられ
る。

٬渋谷⸉㳓エリア
　渋谷⸉㳓エリアは駅周辺に攐に人の集まりが多く、商哅产設やお店、ن؛ィスが多い槄である。
奥渋に鲣く大きな产設では、/),䷑鴜جンターや渋谷区役所などがあׅられる。また、渋谷⸉㳓間
は䏻塥で硜 1� ⮆爊䈱で行き来が出来るため、人の移動も大きい地域であるといえる。　

⼽鱨㏐㓊מ SMILE ؅㷣ꝧ״ג׾׎׈の調査

3� 3�
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٬䑒要な要素

٤ؕاظジْ٤ト狜ꝴؾُ

帩槳

こ⠕商店街、遊塥鷹、お店

帩槳狜ꝴ؅雛׾׌מ־

㛡喋ם燯Ⳃ䣆壿׫の鸵䑴 帩槳狜ꝴの丝⤓

⪌⹾ׂ׌׷׽־؅؂

㍑鷛䓪の⺸┕

̜㓊⫂㍑鷛׽׻מכ׆׾׌┕⺸؅յ奥渋ֿրהױց׾םמն
ք遊塥鷹օ
٬⚔䞐できる要素㛙に嶮れ出し
٬哅牊ن؜ェ、ꥭ鞁㷑
٬哅䛜مش٘بンء中に一䕛入れる
ための店艥

ջ一つのまちとして回遊を哧しめる場所へ

ք商店街օ
٬お店が┾ש商店街的要素
٬哅牊ٝストٚン٬ꥭ鞁㷑
٬哅䛜괏◄、鞙い擻が哧しめる店艥

鷿いを出す

�0 ��

燯Ⳃ

ջ狜ꝴי׊כの뇂ⱱの埝㞜

　鷹饟や遊塥鷹などの空間敯媲を見てみると、店艥
が多い鵟りは髪鵟りが多く、塥きづらい梪㗞であっ
たり、塥行者しか鵟れない鷹はただ鵟るだけの鷹と
してしか機耆していなく、デザイン的にもミスマش
。をおこしており、魅力のある空間とは言いꦘいز
そのため奥渋は、店艥の䧏つ魅力によって成り立っ
ているエリアであり、店艥♓㛙の魅力である奥渋の
空間そのものの魅力は╳しいと考えられる。
　そこで、奥渋が空間として魅力的な場所になるた
めに、商店街٬稅鷹٬お店に笋がりを䧏たせる要素
をつくる䑒要がある。

　本䬠勅のؤンجプトは、「このまちが、おくしשになる。」である。
　⠕々に⮆かれてしまっている魅力を笋ׅる要素や街饟空間のデザインを䬠勅することで、⪮⛮的に奥渋がどこを
䧗すのか伺澬な⛣糋づけをし、⠕の魅力をつな٬׃䇶ׅていくことで、奥渋を伺澬な界隈性を䧏った まち にし
ていく。それにⱶえ、多様な交鵟手壿への適応や帩槳空間の丝⤓、入⹾をわかりやすくすることで域⫂回遊を向上
させ、奥渋をより魅力的な空間にしていく。

ք2牊걉の SMILEօ
　2 牊걉の SMILE とは、S6#�SMILE と $03E�SMILE の
ことである。奥渋⫂の⺨所に、移動と帩槳の䦠点となる
2牊걉の SMILE を設糋し、回遊性の向上を泘䧗す。

քおくしש駅օ
　奥渋というエリアを湳ってもらうためには、まずは場
所が䑒要である。そこで入⹾に「おくしש駅」を設糋し、
鷹の駅のような帩槳空間と、鵟鷨点をつくる。

ք奥渋ローغօ
　今後、꧅動ٓلリティが俊⹕することを◀䘶して、多
様な移動䎬䛜に対応できる空間「奥渋ローغ」を㳪٧谷
1┊泘にある商店街につくる。

ք奥渋(3EE/�8":օ
　塥くことにも槳まることにも㷈心地の荁さが䚉׋られ
る、住٬商が調⽰した稅あרれる比しの空間を㱢榹䃷稅
鷹につくる。

奥
渋
٭ٞ

غ

奥
渋
(
3
&
&
/
8
"
:

$03E SMILE

S6# SMILE

3-1 全体詳細
1� 奥渋の杯敯

2ج٤ؤプト

34 の䬠勅ח

ն׾ ם מ ש ׊ ׂ ֽ յֿ ה ױ の ׆
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⯆⛼東京都市大学都市空間生成研究室٬日建設計総合研究所

01. 2種類のSMILE
CORE SMILE と SUB SMILE

〈 まちをつなぐ、移動と滞留の拠点 〉

プトج٤ؤ �1

　回遊性の向上と帩槳空間を雛かにするための劬とし
て、$03E と S6#、2 牊걉の大きさの SMILE を奥渋⫂
の⺨所に設糋する。域㛙回遊を➢進する大きな䦠点の
$03E、域⫂回遊を➢進するS6#。この2つが関➟しあっ
て、奥渋⫂に雛かな回遊を生み出す。

ք�$03E�SMILE�օ
出入⹾の伺澬化と䗯報䦠点の設糋によって、奥渋が
どんなところかわかりやすくなり、回遊を➢進する。

ք�S6#�SMILE�օ
泘的地の鲣くまで L661 を⮵榫することができ、移動
のストٝスを鬭峎させる。

ӣ�L661َートの⮆䄭 ӣ�地䎬

2鐐갭⮆冪

ّٚءؓؕر �3

　地䎬調査から、渋谷駅から奥渋エリアにかけては谷続きの地䎬になっており、㏧を上らずに駅から
奥渋エリアまで行けることが⮆かった。しかし、奥渋エリアの塥行者交鵟ꄈは少なく、L661َート
も少ない。奥渋は、地䎬のَテンٔبルを活榫しきれていないことが伺らかとなった。

　奥渋⫂の⺨所に、移動の䦠点となる 2牊걉の大きさの SMILE を設糋し、回遊性の向上を泘䧗す。
　$03E�SMILE は、奥渋から冋忼、代々儒⪜㎥、⸉㳓などの他エリアと注◍につながる、エリア間回
遊を➢進する役割を䥵い、奥渋の出入⹾の伺澬化と䗯報䦠点の設糋により回遊を➢進させる。
　S6#�SMILE は奥渋⫂の移動であるエリア⫂回遊を➢進する役割を䥵い、泘的地の鲣くまで L661
の⮵榫を⺎耆にし、移動のストٝスを鬭峎させる。

　渋谷駅周辺の中心䦠点دーンから奥渋への䫘続部⮆となるのが東
急氬鞁店⯥である。しかし、この場所から䆋⿦が急忁に於くなって
おり、入⹾が⮆かりづらく、人の流入が㟷ׅられてしまっている。
また、奥渋⫂は ��0N�♓上あり、塥いてめ׃るには⛮力を✳ってし
まうため、回遊が➢進されづらい。
　駅から奥渋まで行きやすく、その入⹾がわかりやすくなる☼磝み
はもちろん、䇶い奥渋⫂でも回遊しやすくなる☼磝みが䑒要である。

ջ㍑鷛䓪の鐐갭

ջ㏐䎬のَٜٔب٤ط

奥渋エリア
奥渋エリア

ӣ 奥渋の⪌⹾の喋㯸

�2 �3
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辐　SMILE 一鈋辐

ջ 2 牊걉の SMILE の鎋碷

ջ SMILE の玮㏐䡵樋

4� 鎋碷錃銶

S6# SMILE٬٬٬奥渋⫂׃םח؅

$03E SMILE٬٬٬ؙٛؓ⺱㚖׃םח؅

ք$03E�SMILEօ
٬L661֐� 10 ⺏
٬向子、يンز
٬奥渋に関する䗯報　

քS6#�SMILEօ
٬L6612֐ �⺏
٬向子、يンز
٬す׃鲣くのお店に関する䗯報

錃糋׵׾׌の

　⺨ SMILE 設糋場所の㎻地の牊걉と、設糋に䑒要な⯆䈱をそれぞれ調査した。また、計槆的に配
糋した⺨ SMILE にはそれぞれ設糋泘的がある。

⺨エリア⺱㚖が注◍につながる、域
㛙回遊の起点となる。
٬駅一哕集中を回遊性機耆向上によ

奥渋⫂のつながりを活発にし、域⫂
回遊を向上させる。
٬SMILE の計槆的な配糋によるエリ

ջ $03E-S6# の䏔Ⱏ׿ב׿א

　$03E�SMILE は、奥渋の出入⹾にあたる⶟⴮珷と、奥渋⫂の䇶いスًースが取れる╚要な場所に設糋す
る。奥渋⫂の䗯報が雛㳪に䬈っており、帩槳空間も設けてあるため、⚔䞐をしながら奥渋⫂の行き先を検
討することができる。
　行き先が婊㲊したら次に活驱するのが S6#�SMILE である。S6#�SMILE は、$03E�SMILE の間を竂うよ
うに設糋しており、泘的地の鲣くまでの L661 の⮵榫を⺎耆にする。S6#�SMILE にはす׃鲣くの店艥に
関する䗯報が䬈っており、周辺店艥との深いつながりを生׳。

って、多哕⮆丆啶鵰にする

も注◍につながる
٬駅からだけでなく、⺨エリア⺱㚖

する
よって、奥渋への人の流れを➢進
٬奥渋の魅力向上、入⹾の丝⤓に

上により、奥渋に集まってきた人
の動きをさらに活発にする

ア⫂の回遊性の向上
٬安全性の向上により人の動きを➢
す
٬奥渋の商店街鵟り٬稅鷹の魅力向

�� ��
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　まずは奥渋を湳ってもらうために、奥渋の入り⹾が䑒
要である。この場所で、鷹の駅のようなエリア䗯報の取
䐂や、帩槳空間٬鵟鷨点の役割を果たす場所として「お
くしש駅」を空間的に設計する。杯㏇にはない機耆的❫
⡁を入り⹾にⰨ鵰する。この入り⹾を行動の起点とし、
一点から他方へ人の流れをⰨり出すことにより、奥渋へ
の回遊性の向上を➢す。また、髪鷹を地┖化することに
より、塥行者は気づいたら入り⹾空間に鱵り着き、そこ
からさらに奥渋へ㵵く。

ք�設計場所օ
　東急氬鞁店�渋谷٬本店⯥の :㰄饟交䄐点を奥渋の㵵
入空間とする。
٬冋忼文化兎ストリート٬文化兎スغローغーٔزー؛
トリートが交わる場所であり、�つのストリートの⮆㹎
点である。

　渋谷駅から奥渋までの鷹のりにある東急氬鞁店⯥で人の流れが塛まってしまっている。これには鷹
䆋が於くなる、先が見鵟せないといった⸉㍔が㰆㏇する。また、「奥渋」というエリアの鏀湳䈱も⛥
いと考えられる。先に奥渋があることに気づいてもらわなければならない。そこで「来る」「湳る」「向
かう」というئイクルを⛼り出すことにより、回遊性の向上を㍲る。

ջ奥渋の㰆㏇ֿ湳ַםַי׿׼

　交鵟ꄈが多く、فスも鵟ることから塥きにくさ、槳まりにくさを䚉׋る。そこで、髪鷹を地┖化す
ることにより、地上を塥行者㛾㎁とし、㷈やすい空間をⰨ出する。

ջ塥ַׂמ׀狜ꝴ

　リティٝーンلٓ　
リティَートلٓ　

　店艥の嶮れ出し　
　帩槳スًース

　ー؜ンزش؞　
　つな儒

　ステージ
　テント

　儒　　　̬人の動稗
　稅٬㵸さな帩槳空間

ӣおくしש駅機耆رイアّٚء�

典䓦氬鞁䈘

؛
ー
ز
ٔ
ー
غ
ロ
ー
غ

冋忼
文化
兎ス
トリ
ート

文化兎ストリート

�� ��

⯆⛼東京都市大学都市空間生成研究室٬日建設計総合研究所

ջ嚀耆䓪

02. おくしぶ   駅
おくしぶ駅と交差点

〈 気づいたら奥渋へ　ー入り口空間の創造ー 〉

プトج٤ؤ �1

2鐐갭⮆冪

ّٚءؓؕر �3
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Ζデジタルئイؾージ

Η帩槳空間

Θお店のあרれだし

Ιٓلリティステー٘بン

Κつな儒

02. おくしぶ    駅

4� 鎋碷錃銶

ջ☔չの孨Ⳃ׷韀؂ַの㕙׾םכ帩槳狜ꝴ

おくしש駅を奥渋という街の曆関とし、この先に奥渋エリアがあるということを䙫閁させるよう
なデザインや⫂部の要素に役割を䧏たせることで、杯㏇にはない奥渋をかすかに䚉׋る㵵入空間
としての機耆的❫⡁を⫂㏇した空間となるようデザインした。

ջ䗯㕔氦⟓の╈䑏ظ׾םכジ٭ؾؕئٜذジ
　デジタルئイؾージは「湳る」の役割を䥵っており、おくしש駅を訪れた様々
な人に奥渋エリアの䗯報発⟓を行う機耆を䧏っている。また、�つの鷹饟をま
たいで⛣糋するおくしש駅のその先にどのようなエリアがあるのかを発⟓する
ことがおくしש駅から奥渋エリアへの回遊につなׅる。

　帩槳空間は「来る」という役割を䥵っ
ており、様々な泘的で渋谷を訪れた人を
おくしש駅に集める機耆を䧏っている。
帩槳空間では、꣪壿㑔يンزや人䄄莔な
どの⚔䕛スًースやイيント䇶場として
のステージなどがあり、様々な活動が生
まれる場となる。

ンは「向かう」٘بリティステーلٓ　
という役割を䥵っており、おくしש駅か
ら奥渋エリアなどの新たな泘的地に向か
いやすくする機耆を䧏っている。おくし
イクئリティやٝンタルل駅は⛥鵭ٓש
ルのステー٘بンを設糋し、新たな泘的
地への移動手を䬠❠している。

　お店のあרれだしは「来る」という役
割を䥵っており、おくしש駅と周辺のل
ルをつな׃機耆を䧏っている。周辺のل
ルを訪れた人々の集㲘だけでなく、おく
しש駅に訪れた人を周辺のلルとつな׃
ことで全⛮的な韀わいや活性化を生み出
すことが出来る。　

　つな儒は「来る٬湳る٬向かう」のئ
イクル全ての機耆を䧏っている。おくし
駅⫂に、この全ての機耆を⫂㏇したつש
な儒を設糋することで㵸さなئイクルの
活動が生まれる。また、つな儒は様々な
䎬や大きさがあり、空間に合わせた✳い
方が⺎耆となり活かすことが出来る。

ջ燯Ⳃ٤٘ب٭طتؔطٛلٓ׾׌מث٭ّت؅

ջ狜ꝴ⺱㚖ֽ׃םח؅䈘のֵ׊ד׿ר

ջ⺎耆䓪؅䇶ׅםח׾儒

⯆⛼東京都市大学都市空間生成研究室٬日建設計総合研究所

ջ嚀耆的❫⡁؅⫂㏇٤ؕاظג׊

Ζデジタルئイؾージ

Η帩槳空間

Θお店のあרれだし

Ιٓلリティステー٘بン

Κつな儒

�� ���
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　⼁魶わがはいは昡である。⺲⯥はまだ扛い。どこで生れたかとんと見䎎けんとうがつかן。何でも
訄倊い׋め׋めした所でٔؼーٔؼー嫨いていた◄だけは鋗䞬している。⼁魶はここで㡎めて人間と

ջ奥渋の뇂ⱱֿ䌕ַםַי׿׈⭳׀
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⯆⛼東京都市大学都市空間生成研究室٬日建設計総合研究所 仴㰆لルの䘶㲊建て僀え年丗は疣 �0 ֐ �0 年♓⫂で硜 ��をⶭめている
10 年後の奥渋は、建て僀えや⟣笟が䑒要な建擻がⶐ丗♓上になる 	��


奥渋で建て替えや修繕が同時期に起こる可能性が高く、
この時期が奥渋を大きく変えるチャンスになる

疣 ��䇗♓┕の׵のがյ硜 ��؅ⶭめ׾ַי

「安心・スムーズな移動」 「多様な移動形態に適応」 ֿ䑒要

٬奥渋自⛮が面する䇠稗鷹饟は他の䇠稗鷹饟と奂׬、鷹饟䆋⿦が於い
٬1本鷹が㛙れると鷹饟䆋⿦が於くなる
٬塥行者が多い
٬髪との饃離が鲣く、安全な塥行空間の澬⟊が┘ⶇ⮆
٬自鬇髪は塥鷹؟リ؟リ PS 塥鷹を颦行していた
٬⛥鵭ٓلリティ⮵榫者が多い自鬇髪٬L661など

　このؤンجプトには、奥渋が䥚える鐐갭と奥渋の䧏つ
攐僗の魅力を僃大꡾に生かす空間設計を行うことで、立
地によって꤉れがちな魅力を䌕き出そうという䘶いが鱮
められている。このؤンجプトをもとに、䬠勅を展ꝧさ
せる。
本䬠勅では、㳪٧谷一┊泘鵟りとその周辺を対象とし
ている。杼由として、㳪٧谷一┊泘鵟りには、奥渋たら
しめる要素である魅力ある店艥の㰆㏇とそれによって庋
出されている大人なお嬬落な雰囲気٬ꪐかなエリアであ
ることを䧸ׅる。調査を行ううちに、この鵟りには空間
設計に鐐갭があると考え、より荁い奥渋空間のあり方を
再啶疣した「奥渋ローغ」を䬠勅する。

	�1
 出⪯⪜沟炘㍚嫎人�ロンٚءイلنル䫟進2011 年 �月　
「Ꝏ㵜⽜化➢進攐⮯◄哅　鞪鞚◄ⳉ所لルの㵜⽜に関する䙫閁調査　報告書」1�10

03. 奥渋ロード
時間と空間のシェア

〈 奥渋 (オク )から、前渋 (マエ )に 〉

プトج٤ؤ �1

2鐐갭⮆冪

3� 䬠勅の轵饟了ꪫ啶䡗

ք㳪٧隴┉┊目鵟׽の◫鵟調査օ

ք奥渋の䋦疣䇗丗調査օ

　多様な移動䎬䛜の安全٬快適な⪦㰆実杯と店艥⯥帩槳空間のⰨ出により、「移動しやすく鷨ごしや
すい空間」のⰨ出を㍲る。

�0 ��
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شجトشفクを行うエリア

⭔❆ ӣ 5�#0"3% ⯥のΖの空間 ӣ #FBTUZ�$PFF ⯥のΖの空間

㵧全的מ奥渋ロشجֿ⛮⪑غ٭トشفクךכ׆׾׌յ奥渋⪒⛮ך㍑鷛䓪כ㱦⪒䓪؅澬⟊ם׊
׷׊鷨ׇׂ׌׷׊յ燯Ⳃ׽׻מ׿׆ն׾׎׈䲭յ寀鵀⚥뇂ⱱ؅׾׌յ⠕չの䈘艥ֿ⟊僗׼ֿ
նַׂי׎׈鶟⴫כ׫奥渋ַ׌

　奥渋ローغに面している建擻を 1��Nشجトشفクを行う◄で、꡾られている交鵟空間を䦡䍖させ
る。このشجトشفクによってⰨ出された 1��Nの空間と仴㰆の䆋⿦ 2Nをⱶえた ���Nの空間を交
鵟手壿夵に⮆配する。髪鷹側から⛥鵭ٓلリティٝーンに 1�20N、塥鷹に 1���N、店艥の帩槳空間
に 0���Nと設㲊。帩槳空間は、店艥所僗者に鷹饟⮵榫嘤を♀与することで、店艥⯥の空間に斻自の
雰囲気をⰨ出することが⺎耆になる。塥髪⮆離による安全かつ、塥いて哧し׳ことのできる快適な空
間をⰨり出す。

お店側

⛥鵭ٓلリティٝーン 	1�20N


塥鷹 	1���N


クによる新しい空間شفトشج
٬0���Nの帩槳空間はお店に⮵榫嘤を♀与
٬帩槳空間と塥行空間をبーّٝスに

ӣ壿䄐あり ӣ壿䄐なし

お店の帩槳空間 	0���N


քشجトشفク׽׻מⰨ⭳׾׿׈狜ꝴの孨榫亠嫎օ
ջ喋չם◫鵟䣆壿ֿ⪦㰆׾׌㱦䑏ם◫鵟狜ꝴ׾ׂח؅

　奥渋ローغがشجトشفクによって㱭全に䦡䍖されるまでには侇間がかかる。それまでの期間は、
奥渋ローغを侇間⮯に鷞榫方嫎を㚺化させることで、塥きやすい空間をⰨ出していく。塥行者やٓل
リティ⨣先になる侇間や䯈出入の侇間設㲊、㛗方には랋伻塥行者㛾㎁として犉哕的に塥きやすさ٬帩
槳しやすさを空間に㵵入していく。

ք奥渋ロغ٭の湾僿的ם狜ꝴⰨ⭳օ
ջشجトشفク㵵⪌ךױの嶖⤓؅鶟׾״

✳う人の㷯性 鷞榫

僼
_10�00

٬鵟ⳝ
٬鵟学
٬⢸䉓づくりؼبア
٬鷞䯈哅者

スف٬ 
 店艥䯈出入ٓلリティにも対応
٬䯈出入の髪はؤインقー؞ンءを犉哕的に活榫してもらう

昼
10�00_1��00

٬鵟ⳝ
٬鵟学
٬⢸䉓づくりؼبア

٬塥行者 
 リティ⨣先لٓ
スにも対応ف٬

昼֐㛗方
1��00_1��00

٬地⩕住民 
 ٠ー؜ー
٬来街者
٬䅯㱝者

٬塥行者 
 リティ⨣先لٓ

㛤
1��00_21�00

٬䅯㱝者
٬地⩕住民
٬来街者

٬랋伻塥行者㛾㎁として塥行者⨣先
٬㛤はタクبーに対応

深㛤
21�00_

٬地⩕住民
٬来街者䅯㱝

٬䯈出入の髪
٬深㛤はタクبーに対応

辐　奥渋ローغの湾期的な侇間⮯⮵榫❆
　鷹饟空間の䦡䍖と交鵟手壿ごとに鵟行する場所が樟
なることで、⛥鵭ٓلリティによって発生する◄䷚を
未抅にꡔ塛することができる。また、饃離をとること
によって塥行者の⛥鵭ٓلリティに対する䔤䓐心も寕
え、多様な交鵟手壿が⪦㰆することができる。杯㰆す
る獚㷍で⷇ꣅが弍׳鷹饟空間を、安全で快適な空間へ
と鬇䬵させることが⺎耆になる。

　塥行空間には、奥渋ローغに面している店艥が䧏
つ雰囲気を嶮れ出すことのできる帩槳空間を設ける。
⠕々の店艥が䧏つ雰囲気が大きく樟なる奥渋だからこ
そ、この鷿いを哧しめるようにすることが奥渋の魅力
向上につながる。今まで店艥⫂で㱭磵していた⺨店艥
の空気䚉を帩槳空間によって地域全⛮に伝䲭させるこ
とで、奥渋の新しい魅力として伭華させていく。

ջ׼־׿׆俊⹕׾׌⛥鵭ٓ׵מؔطٛل㵚䑴ג׊◫鵟؅ّطتب啶疣׾׌
ք⛥鵭ٓ٤٭ٝؔطٛلの錃糋օ

ջ䈘艥の⠕䓪כ뇂ⱱ؅嶮׎׈⭳׿յ全轵縖ֿ䈘艥מ玮ה㳝ַ׌׷׽狜ꝴ؅Ⱘ⭳׾׌
ք塥鷹כ帩槳狜ꝴの┸玮օ

、ク疗囲の鹟㲊兢♭としてشفトشج　
Ζ遊塥鷹と商店街を笋׃几け噛となる空間があるか
Η商店街らしさを䚉׋られるエリアになっているか
Θشجトشفクを僗Ⲗに活榫できるエリアか
♓上の �点とした。鎉䎎する疗囲として、5�#0"3% というꫜ㷑から #FBTUZ�$PFF というن؜ェが
対応しているため、この 2店艥間をشجトشفクの対象疗囲と設㲊した。

　鵟り⺲㳪٧谷一┊泘より鈐しみやすい　　　　　　　に㚺催し、شجトشفクさせる。奥渋ロغ٭

〈 奥渋ロードの詳細設計〉
քشجトشفク疗㍱כ鹟㲊兢♭օ

ջشجトشفク疗㍱ע 5 -#0"3%（ꫜ㷑） ׼־ #FBTUZ $PFF（ن؜ェ）

4� 鎋碷錃銶

�2 �3
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⯆⛼東京都市大学都市空間生成研究室٬日建設計総合研究所

04. 奥渋 GREENWAY
まちの人の携わりで思い思いの空間へ

〈 新たな奥渋の癒しの場・共生の場 〉

プトج٤ؤ �1

2鐐갭⮆冪

ّٚءؓؕر �3

�� ��

　この䬠勅は、まちの人に、壿꣪的に㚺化٬進化して
いく遊塥鷹を⛮䚉してもらう ことである。

　遊塥鷹を鵟ⳝ٬鵟学や丆塥など、地域住民や来街者で
日常⮵榫している人がいる。その方たちは꤉れ㳃的要素
など今の奥渋の荁さを湳っていて、ⱇ的な㚺化を僶んで
いる人はいない。しかし、杯敯にはいくつかの鐐갭が見
受けられたので、より日常を荁いものにしていくために
比しと⪦生を䬠❠し、奥渋の新たな遊塥鷹をつくる。

　つまりこれは、進化した遊塥鷹を、この地域に関わり
のある生活者のٚイنスタイルを㙗すことなく㳝り岣
い、また来街者にも⚔䞐してもらえるように、住٬商が
調⽰した比しの場をタクティ؜ル戦略的にアプロー
していく䬠勅である。また、奥渋をより多くの人の泘ز
稗であるٚءンيٝغルからプロデٖースし、奥渋全⛮
がؚؗーل؜リティに嶮れるまちになることを泘䧗す。

ӣ帩槳空間を交えた動稗㍲ӣ杯㏇の遊塥鷹動稗㍲ӣ商店街と遊塥鷹の役割�

ջ塥ַ׵יַי哧ַ׊╳מ׈׊
٬建擻が냕い割に鷹の䆋⿦が於く、㏆鳠䚉がある
٬街愉が少なく、㛤はかなり倊くなってしまう
٬稅はあるが、吣劳が多すׁて倊くなっているところがある
٬遊塥鷹に面する建擻はلルやマン٘بンが多く、店が少ない
٬槳まるところがなく、塥鷹と㚺わりない

媮鷹店艥の店⿦さんの㚜
「私たちも♓⯥にお店の㛙に嶮れ出しを⛼ろうと思ってيンزを糋いたことがありました。しかし、
渋谷区に嫰䙫されてしまい、䲝⸻しました。いつかは糋けるようになって׮しいですנ。」

ջ⪜⪦؅ت٭ًت孨榫ַג׊

　杯侇点で㱢榹䃷遊塥鷹は、渋谷区がⶡ斻で畘杼している。この場合、⹜沟が生まれるものは糋いて
はいけないため、遊塥鷹として䑒要僃⛥꡾の丝⤓が产されているにすׁない。
　そこで、渋谷区が⴮谷⪜㎥で取っている 1BSL�1'I ⯆䈱䧗㲊された民間◄哅者が自⮆たちの鞲ꄋ
で鷞ㅀ畘杼をする⛮⯆を⹆考に、イيント♿槆٬鏗舙、زش؞ン؜ーやيンزなどの配糋を⺎耆と
し、هقリشクスًースの韀わいのⰨ出を㍲る。

ջ┉חのי׊כהױ㍑鷛؅哧׾״׊㕙䢥׫

٬お店が┾ש商哅的要素
٬哅牊ٝストٚン、ꥭ鞁㷑
٬哅䛜괏◄、鞙い擻が哧しめる店艥

٬⚔䞐できる要素㛙に嶮れ出し
٬哅牊ن؜ェ、ꥭ鞁㷑
٬哅䛜مش٘بンء中に一䕛入れるための店艥

ք商店街օ ք遊塥鷹օ

鷿いを出す
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4� 鎋碷錃銶

� � � �杯㏇の奥渋のْインは商店街だが、㵧来は商店街での鞙い擻だけでなく、遊塥鷹の比しの場「奥渋
(3EE/8":」が新たな回遊の一部になり、より魅力的なまちになることを泘䧗していきたい。
　そのために遊塥鷹に䑒要なことは、今の遊塥鷹にはない新たな空間設計である。その空間設計とは、遊
塥鷹をよりؚؗーه؜ルな空間にし、湾い侇間で遊塥鷹を鵟鷨する今の杯敯から、Ꝏい侇間をかけて遊塥
鷹を鵟鷨してもらうことである。⪮⛮的に、يンز、儬、拨伺、吣劳、帩槳空間などを壿꣪的に新たに配
糋し、塥いている人が㷈心地が荁いと䚉׋、その場に槳まれるような梪㗞づくりを行う。そして、壿꣪的
計槆の僃後には、䙫閁的に遊塥鷹側に店艥をꝧき、㷈住者や俊壿✳いしている人♓㛙の来街者にも奥渋の
新たな比しの場として⮵榫してもらう。

ջ㵧全⥼

����奥渋の関➟者で鎇し合い、䙫見を出し合って、皆で一稇に新たな奥渋の中心となる䧏続的なهقリشク
スًースを⛼りあׅる䑒要がある。㲊期的に渋谷区と奥渋هقリشクスًースマؾジْント1�0 ⹆拨
が遊塥鷹媮いの建て僀え調査や帩槳空間の設糋など遊塥鷹の方ꄠについて会閱することで、䧏続的な遊塥
鷹の活榫が実杯し、奥渋全⛮の活性化に笋ׅる。

ջؙُٛؓؾジْ٤ト

ր䧏禈的شٛهقםクמ״ג׾׌מت٭ًتց

渋谷区 㱢榹䃷遊塥鷹
奥渋هقリشクス　　　　　
ًースマؾジْント
	 遊塥鷹部糓 


㱦⪒畘杼

岲䪟

丝⤓

鷛塥鷹畘杼㡦鋔

㲊僿的מ鷛塥鷹の亠ꄠの会閱

٬遊塥鷹媮いの建て僀えの調査　٬帩槳空間の設糋
٬鏗舙するお店　　　　　　　　ش٬َプアشプ

ӣ�㵧来⥼　遊塥鷹䇖面㍲

　本䬠勅は、実꽦٬第 1壿꣪֐第 �壿꣪という䎬で進めていく。攐に、実꽦壿꣪でのيンزや吣劳、
拨伺の配糋については、街の人々からنィーشفغクを受けるなどして、丝⤓していく側と住民が一
⛮となって遊塥鷹を⛼り上ׅていく。このように戦软的に丝⤓計槆を行うことで、まちのץとも㚺化
を受け入れやすくなると考える。

ջ銶槆⫂㳊

ր壿꣪的ם丝⤓銶槆ך䡵软的הױמの☔׵⹨ׄ⪌ׂ׌׷׿ց

瑬└壿꣪

瑬㍋壿꣪

瑬◅壿꣪ 瑬└壿꣪ 瑬㍋壿꣪

րהױの☔מ壿꣪的מ鶟⴫٬㚺⴫ַׂי׊㣓؅⛮䚉ֹ׼׵י׊ց

実験
一侇的にيンز、吣劳、拨伺を配糋

瑬┉壿꣪

瑬◅壿꣪

٬遊塥鷹媮いの吣劳の吣え僀え
٬街愉 	 デザイン、間ꣴ 
 の丝⤓

儬、向子の設糋、زンي٬
٬デジタルئイؾージの設糋

٬一꣪店艥のリيؿー٘بン

٬一꣪に帩槳空間を設糋

店艥と帩槳空間の鹟㲊は疣年丗による
リيؿー٘بン、建て僀えの侇期を斤う

1つの店艥♀鲣にプٚイيートの
　　　　　　　　帩槳空間を 1つ設糋

実験 瑬┉壿꣪
一侇的にيンز、吣劳、拨伺を配糋

　　遊塥鷹をイْージさせる

吣劳の吣え僀え、莔生の丝⤓

㏆鳠䚉や訄倊いイْージの鉮寕

	 ❆ 
 伺るい荇や⸁みのない吣劳の㵵入

　　　街愉の設糋

꤉れ㳃のイْージを鵽䘶

	 ❆ 
 㛤でも安心できる荇

������デジタルئイؾージ、يンز
�������������������向子、儬の設糋　

٬鵟り鷹から槳まる場所へ
٬周辺店艥の䗯報を発⟓
٬遊塥鷹の未来を流す

����������一꣪店艥のリيؿー٘بン

帩槳侇間での鷨ごし方の鹟䥃罈を
増やす店艥を㵵入

	 ❆ 

テイクアؗト
ꥭ鞁㷑、本㷑

　　��一꣪に帩槳空間の設糋

⚔䞐場所を設糋し、一稇に来た人
と⠕の空間を哧し׳ことができる

	❆ 
 ꤃子
䏅が見え꤉れし、
꤉れ㳃的空間に

ӣ�⺨壿꣪の配糋㍲

�� ��



4-1 エリアマネジメント
4-2 将来像
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辐　SMILE 一鈋辐再䫴

ӣ⯆䈱適榫疗囲

4-1 エリアマネジメント
奥渋パブリックスペースマネジメント

　鐐갭を鉮婊するために、奥渋エリアの⪜⪦空間を一⛮的に畘杼するまちづくり㍚⛮　を⛼る。本プロジェクトで
は、このまちづくり㍚⛮を奥渋هقリشクスًースマؾジْントと⺲♀けた。
　様々な牊걉の⯆䈱を適榫するために、奥渋هقリشクスًースマؾジْントが区や都にまとめて榼鑁を行う。そ
うすることで手続きを一⩕化することができ、榼鑁が㳊佄になる。
　また、奥渋に店を䧏つ人、鲣くに住׳人など区民の湳䕤やⲐ力も犉哕的に取り入れることができるため、住民⹆
ⱶのまちづくりにつながる。

1� 杯敯כ鐐갭

3ّٚءؓؕر

SMILE の設糋には邾丗の⯆䈱が䑒要となり、SMILE を一つ一つ⠕⮯に畘杼することは杯実的ではない。

˞

˥まちづくり㍚⛮まちづくり㍚⛮の氧ꎰ⯆䈱によって氧ꎰできる㍚⛮。地域の攐性を生かし魅力を냕めるまちづくり活動地域まちづくり活動を╚⛮的に行い、

その活動を➢進することによって、民間の鞲本を生かしながら東京の魅力向上に鞲することを泘的とする。東京都都市丝⤓㷀

ջ S)I#6:" 28S の鵽䯥כ

2奥渋شٛهقクؾُت٭ًتジْ٤ト

ջ磝笝啶䡗٬靸嶎

　�珕の䬠勅を実杯するためには、⺨䬠勅をつな׃☼磝みが䑒要となる。�つのプロジェクトの劬となっているの
が $03E と S6#の SMILE である。これらを設糋する場所は、ある攐㲊の牊걉の空地ではなく、⺨場所に応׋た様々
な兢♭の空地を磝み合わせて婊㲊する。そうすることで、一⛮的なٓلリティهـとしての機耆を仴成市街地に㒪
め鱮׳。

杯敯Ζ　多くの牊걉の⪜⪦空間を活榫したいが、今の⯆䈱では実杯がꦘしいものが多い。
　　　　̜⪜ꝧ空地におけるن؜ェの常設、攐❆区域を㲊めなければならない塥行者⮵➘性増進鷹饟⯆䈱׮こみち璡
杯敯Η　邾丗の⯆䈱を⮵榫するため、榼鑁の手間がかかる。

⪜ꝧ空地
̜まとめて畘杼できる㍚⛮がいれば一つ一つは大規模な⪜ꝧ空地でなくてもن؜ェを⛼ることができるのでは
民地
ؚ̜ؗーه؜ル䫟進爑⯆を適榫できるように、まとめて榼鑁を行う
区鷹
̜稅鷹と一⛮的に畘杼することで、㵸さい丢地でも「׮こみち」⯆䈱を✳榫できるのでは

　奥渋هقリشクスًースマؾジْントが邾丗の⪜ꝧ空地を一⩕畘杼する
ことにより、し׶れ街兢❆により⺎耆になった大規模な⪜ꝧ空地における
ェ璡の常設を、奥渋⫂の㵸規模な⪜ꝧ空地でも錉⺎される⺎耆性があن؜
る。また、⺓㍲のように奥渋هقリشクスًースマؾジْントが畘杼する
⯆䈱適榫疗囲を設㲊することで、׮こみちを⮵榫する꤀に䑒要な攐❆区域
として⯆䈱適榫疗囲を榼鑁することができ、区鷹の僗Ⲗ活榫が⺎耆になる。

奥渋の魅力と回遊性が向上し人が多く集まるようになると、奥渋の雰囲気に合わない店艥も⹜沟を求めて
出店することが考えられ、奥渋の荁さが㜊われてしまう⺎耆性がある。

٬渋谷のⰨ哅䶹䭤を行っている S)I#6:"�28S と鵽䯥し、奥渋の雰囲気に合った店艥を育成し、鏗舙する。
٬規⯆をかけて奥渋を㱤るのではなく、鏗舙によって奥渋の雰囲気を㱤ることができる。
���َ̜ジティهなまちづくり

S)I#6:" 28S ׾׌䈘艥؅鏗舙ַ׊؂׈רמյ奥渋׊鵽䯥כ

٬SMILE の⹜沟
̜ L661、䇶告乢

　スًース鞚与زش؞ン؜ーの出店乢など

٬啶成⿦からの会鞝
٬都や区からの遨助ꄋ

回遊性の向上により L661 の⹜沟を
増ⱶさせ、禴䧏畘杼やٛ٤٘ب٭يؿ、
㎻㏐✳榫乢に。

奥渋شٛهقクؾُت٭ًتジْ٤ト

遊塥鷹の鷞ㅀ٬畘杼 まとめて手続き、榼鑁を行う

典◹都٬渋隴⵱

L661 奥渋に店艥を䧏つ人 ⪜ꝧ空地を活榫する会炘

ם╚
靸嶎

�0 ��



4-2 全体将来像
ջ׆のֿהױյֽׂ׾םמש׊ն
　渋谷の魅力を笋ׅる �つのプロジェクト、そしてその劬となる 2牊걉の SMILE の設糋によって、⠕のまちだっ
た奥渋の魅力が笋がり合い、伺澬な⛣糋づけのある「まち」として、空間の魅力のあるエリアになっていく。また、
奥渋هقリشクスًースマؾジْントによって、まちの人と奥渋という空間を壿꣪的につくり上ׅ、䧏続的に䶹え
る㓹泅や活動٬☼磝みをつくっていくことを泘䧗す。そして、奥渋だけでなく、周辺地域も㎻地が䧏つ空間攐性を
活かしたまちづくりを行い、界隈⺱㚖のشؾト٠ークを䍚めることで、渋谷駅周辺地域だけでなく、渋谷区全⛮の
❫⡁が向上していくと考える。

ք奥渋ロغ٭օ
クから⯥渋マエに؛プト奥渋جンؤ٬
٬対象地域㳪٧谷 1┊泘にある商店街
　鐐갭⮆冪を行った磵果、「安心٬スّーثな移動」
と「多様な移動䎬䛜に適応すること」が䑒要だと
いうことが⮆かった。そのために、⛥鵭ٓلリティ
ٝーンを設糋すること、侇間によって⮵榫できる
リティを区⮉ることを䬠勅する。また、よりلٓ
快適な空間にするために、塥鷹に帩槳空間を設糋
する。これらを設糋する憡に、対象疗囲には 1��N
のشجトشفクを行う。

ք牊걉の SMILEօ
　移動と帩槳の䦠点、׃プトまちをつなجンؤ٬
٬設糋場所奥渋の⺨所から、地㍲上のプロشト
されている場所へ
　回遊性の向上と帩槳空間を雛かにするための
劬として、S6# と $03E の 2 牊걉の大きさの
SMILE を奥渋の⺨所に設糋する。
　S6#�SMILE は、奥渋の出入⹾の伺澬化と䗯報
䦠点の設糋により回遊を➢進させるもので、規
模が大きい。$03E�SMILE は、泘的地の鲣くまで
L661 を✳榫でき、移動のストٝスを鬭峎させる
もので、規模が㵸さい。
　$03E�SMILE がエリア⺱㚖をつなׅる、S6#�
SMILE は奥渋⫂をつなׅる役割を䧏っている。

քֽׂש׊껬օ
プト気づいたら奥渋へ　ー入⹾空間の䘶⥼ーجンؤ٬
٬設糋場所東急氬鞁店本店⯥の :地饟交䄐点
　鐐갭⮆冪を行った磵果、㵵稗が東急氬鞁店までで塛
まってしまっていて、そもそも奥渋が湳られていない
ことが⮆かった。これらを鉮寕するために、入⹾空間
をつくる。そして奥渋への回遊性を냕めるための「来
る」「湳る」「向かう」のئイクルをこの空間でつくり
だしていく駅のデザインは、この先に奥渋があるとい
うことを䙫閁させるような☼䫇けが产されている。

ք奥渋 (3EE/ 8":օ
生の場⪧プト新たな奥渋の比しの場٬جンؤ٬
٬対象地域㱢榹䃷遊塥鷹
　鐐갭⮆冪から、塥いていても哧しさに╳しいことが⮆かった。また、⪜⪦スًースを活榫したいという
䙫見があったため、塥くことにも槳まることにも㷈心地の荁さを䚉׋られる、住٬商が調⽰した稅あרれ
る比しの空間づくりが䑒要である。このまちづくりを壿꣪的に行っていき、まちの人に㚺化٬進化を⛮䚉
してもらう。また、䧏続的なهقリشクスًースにしてくために、マؾジْント磝笝も立ち上ׅ、まちの
人たちと一稇に奥渋(3EE/�8": をつくりあׅていく。

ք奥渋شٛهقクؾُت٭ًتジْ٤トօ
　奥渋هقリشクスًースマؾジْントと
は、奥渋エリアの⪜⪦空間を一⛮的に畘杼す
るまちづくり㍚⛮のことであり、�つの䬠勅
を実杯するための⺨䬠勅を笋ׅる☼磝みを䧏
つ。これにより、㵸規模の⪜ꝧ空地でもن؜ェ
璡が常設できる⺎耆性がある。また、׮こみ
ちを⮵榫する꤀の攐❆区域として⯆䈱適榫疗
囲を榼鑁し、区鷹の僗Ⲗ活榫が鏀められる⺎
耆性もある。

�3�2



5-1 社会実験調査付録（SMILE 社会実験）
5-2 社会実験調査付録（都市大奥渋調査）
5-3 活動報告
5-4 あとがき

第 5章
エピローグ

EP I L O G U
E・・・



ӣ L661の移動磬饟

5-1 社会実験調査付録
1SMILE ⯥の鵟车縖丗

SMILE 社会実験

ք典䓦氬鞁䈘⯥օ

քذتٚخ⯥օ

2SMILE 帩㏇侇ꝴ׾ֽׄמ

3SMILE ⷄ霄׾׌㵚מ渋隴׷

4L661 燯Ⳃ׾׻מ

٬渋谷駅から奥渋方面、奥渋から渋谷駅方面のどちらの鵟行者も、鶚儕になるにつれて壿々と増えている。
٬奥渋方面から渋谷駅方面への鵟行者は槀性の方が多い。

٬1� 熮♓上の帩㏇者は、䇖日は侇間によってばらつきがあるが、⚔日は侇間によるばらつきが少ないなど鷿いが
　見られた
٬㎻偿日は、ⶎ⯥中の方が �0 熮♓上帩㏇する人の割合が多くなる。

٬東急氬鞁店⯥は㝵性の方が多く、ٚخスタ⯥では槀性の方が多いなど㷯性に鷿いがあることが⮆かった。
٬SMILE は、奂鬳的荁いⷄ象を受けていることが伺らかになった。

٬L661での移動は、1LNから �LN㎢⫂の移動が多いことが⮆
　かった。
٬東急氬鞁店⯥の L661 َートは⚔日⮵榫が多いのに対して、خ
ٚスタ
　⯥では䇖日⮵榫の方が多い。
٬東急氬鞁店⯥ではリمーターが少なかったのに対して、ٚخス
　タ⯥ではリمーターが多かった。
٬䇖日⮵榫が多いことやリمーターもいることから、ٚخスタ
　⯥では鵟ⳝに L661を⮵榫する人が多いのではないかと考え

調査╚⛮IOUFMMJHFODF�%FTJHO、日建設計総合研究所

調査╚⛮IOUFMMJHFODF�%FTJHO、日建設計総合研究所

調査╚⛮日建設計総合研究所

調査╚⛮L661、日建設計総合研究所
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5-2 社会実験調査付録
1�  よ䈘轵㷯䓪調査

2�  鷛塥鷹㷯䓪調査

3�  帩槳狜ꝴ（'6(LE/）

4�  帩槳狜ꝴ（شفْٜٔ؞ク）

都市大奥渋調査

ք磵果օ
٬20 代、�0 代の割合は㝵性の方が냕い　٬�0 代、�0 代の割合は槀性の方が냕い
ք考㴔օ
奥渋には、お嬬落で雰囲気の荁いن؜ェや店艥が多いことは 20 代、�0 代の㝵性が多く鵟鷨した杼由になると考え
られる。また⚔䞐侇や会炘䅯りの냕年룻の会炘⿦が多く鵟鷨したことから、�0 代、�0 代が多くなっていると考え
られる。

ք磵果օ
٬槀性より㝵性の 20 代と �0 代が㷯性として多い
٬�0 代は槀性㝵性⪦に⺱׋ような㷯性である
٬槀性は㝵性に奂׬て攐に �0 代の㷯性が多い
ք考㴔օ
٬槀性の �0 代٬�0 ⺏が多いのは鲣ꤍ住民の丆塥も⻠まれているのではないかと考えられる。
٬㝵性٬槀性の萴い㷯性は鲣くに绷場があり、遊塥鷹を塥いている⺎耆性が냕いと䚉׋た。

ք磵果օ
٬㝵性の帩槳者が多い
٬20 代と �0 代が多い
٬ⶎ⯥中よりもⶎ後の方が帩槳者が多い
٬䇖日と⚔日の䄐があまりない
ք考㴔օ
٬䅪の配糋が鷹饟を向いているため会鎇が少ないと考えられ、䈳䅪の䎬䛜を㚺えれば帩槳者が増えるのではないか。
٬データにはないが、㛙㎁の方が多いため、泘的性が䍚いと考えられる。

ք磵果օ
٬ⶎ後よりもⶎ⯥中の方が帩槳者が多い
٬槀㝵ともに 20 代 �0 代の⮵榫が多い
ք考㴔օ
٬店⿦と会鎇している人が多く見られたので、常鵽㲘が多いと考えられる。
٬一䈱にたくさん来ることは少ないため、それぞれが思い思いのことを帩槳空間で鷨ごしている。
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　「"奥渋 (3EE/8":」「#おくしש駅」「$奥渋ローغ」「%牊걉の SMILE」のءルー
プが㡎動。⺨杘ごとに自⮆鷼のテーマから、本劲的な調査⹕צ䬠勅⫂㳊を深く㔃りさׅていきまし
た。

　1月に䫜えた♿哅の方々への成果報告会に向け、研究室
にて報告書を⛼成しました。
　⺏割りから啶成٬デザインを考えると⺱侇に、これまで
の⫂㳊をわかりやすく٬見やすくまとめる⛼哅を行いまし
た。

　期にとって、⮣のプロジェクトがスタートしました。
先魶方と⪦にنィール٠غークを行い、ミーティンءでは、
٠ークで䐂た対象地に対する気づき٬発見などغィールن
の䙫見交䬵をしました。

　䋝期となっていた炘会実꽦が鷈にꝧ⤹
　日建設計さんからご❣갔いただいた調査と、研究室斻自
で行う奥渋調査を行いました。　
　S0$I"L�I//07"5I0/�8EE,では、娢榹٬⸉が代辐として、
全⛮䬠勅「このまちが、おくしשになる」を発辐しました。

　東急٬渋谷区の方々に向けて、䬠勅⫂㳊の中間報告をし
ました。
　ここでいただいた䙫見やアفغイスを受け、䬠勅
⫂㳊のٖبشٚهアشプを行いつつ、来月の S0$I"L�
I//07"5I0/�8EE, での発辐に向けて嶖⤓を行いました。

ご協力いただいている日建設計の方峚部さん٬榹さん
に、これまでの調査⫂㳊の報告を行いました。
　また、「SMILE を活榫した、渋谷の䇶域的な❫⡁や人々
の20Lを냕めるまちづくり」の釱点から、今後の䬠勅に
対する方ꄠについても䙫見交䬵を行いました。

　「"交鵟」「#地域攐性」「$回遊性の╚⛮」「%؛ー
プンスًース」「E周辺地域とのつながり」のءルー
プに⮆かれ、⺨テーマの釱点から調査を行いました。
　そして、調査から䐂られたデータを⩕に、䬠勅に向けた
方向性を模碟していきました。

　⺨䬠勅杘ごとに、䬠勅⫂㳊やそれに♀꣭する調査データを⪦僗しました。
　日建設計の方々からꮼいた䙫見も⩕に、綇月にꝧ⤹される東急⹕צ渋谷区への中間報告会に
向けて、鞲乢⛼成や䬠勅⫂㳊の調丝を行っていきました。

5 月

6月

5-3 活動報告

12月

11月

10 月

7月

4月 9月

提案班　始動

日建設計　中間報告会②

渋谷 SMILE  社会実験
SOCIAL INNOVATION WEEK 提案発表

報告書作成

日建設計　中間報告会①

東急・渋谷区　中間報告会

テーマリサーチ開始

渋谷 SMILE フィールドワーク
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〈ご協力いただいた先生・先輩方〉

5-4 あとがき
3年　池田 光和子

3年　石井 さやか

3年　金澤 碧

3年　吉川 遼

3年　鈴木 杏奈

3年　村上 楓

3年　湯元 朝晴

3年　横山 篤志

3年　原 唯菜

SE E Y O
U A R

O U N D !

　私には䑫れられない渆間がつあります。それは 奥渋とい
うまちはない から私鷼が⛼ろうとなった侇と㚺催を重נてで
きた奥渋 (3EE/8":と僃⮣の設㲊テーマが笋がった侇です。
これらは研究室が一⛮となり生まれたものなので、私は今後も
。ーّとまちの関➟を大◄に活動したいですز

　本プロジェクトの思い入れは、媇㸓あります。⮣めて本劲的
に⹆ⱶさせていただいたプロジェクトで、⻸⹜できたものが多
くありましたこのような機会を与えて┖さりありがとうござ
いますここまでꯐ䍖れたのは周りの �期生のおかׅです。あ
りがとうお檄れ様でした

　本プロジェクトは、リئーزから䬠勅まで私たちで進めてき
ました。これまでの⛼哅を䨕り鲭りながら報告書をまとめてい
ると、萶Ⲑしたことや大㚺だったことを思い出し、╾り飈えた
自⮆たちを鎶らしく思いました。僃後まで哧しく行えたのは研
究室の♧間のおかׅです。ありがとうございました

　中島研に配㷯されて、⮣めての大きなプロジェクトでした。
このように一⫈の⫈子になると鷼成䚉を䚉׋ます。そして「奥
渋」に䚁が菦生えました。プロジェクトの進め方を教えて┖
さった先魶方や私たちの計槆䬠勅に対してنィーشفغクして
┖さった方々に䚉链を伝えたいです。

対象地域が奥渋という偵佣な地域のため、狯滭⹾がꝧけずꦘ
しい場面もありましたが、僃磙䬠勅では奥渋の本韬を䨿えた硯
䐂のいくものになり、今では奥渋に䚁着が嵔いています。Ꝏ期
間の中で、萶しい場面もありましたが、それよりも哧しく充実
した日々を実䚉することができました。

　奥渋についてたくさん調׬て、たくさん考えて、みんなで一
つのまちをつくりあׅていく侇間はとても充実していて哧しい
ものでした。これが杯実になったらいいな˟とは思いますが、
そうならなくても、この一⫈を鵟して何かしらの気♀きや発見
に笋がれば㭕しいです

　本プロジェクトの対象となった奥渋は、本来の地⺲ではなく
偵佣な㰆㏇の街であるため、一芗的なプロジェクトとの鷿いに
萶Ⲑしましたが、僃磙的には実꤀に奥渋を鵰っていくような䬠
勅に笋ׅることができ、本䎎の䙫⽏での「まちづくり」をして
いるようで非常に哧しかったです。

私はプロジェクトに取り磝んだ䎎⮣は、なかなかついて行
くことができず┘安でした。しかし、䑒墄に괏らいつく日々
の中で多くのことを学צ、僃磙的に SI8 のプٝحンでは、今
までのことを思い出してؗルؗルしち׶ってました。琷
　皆さんありがとうございました ��

　プロジェクトを鵟して「自⮆ごと化してまちをⰨ鵰するこ
と」を学צました。杯地調査と⮆冪を筝り鲭し、睳り䍚く関わ
り続けた渋谷は、今では思い入れの深い場所となっています。
、ロナを䑫れてしまう爊充実した日々、貴重な磬꽦と思い出ؤ　
そして、関わって┖さった全ての方へ䚉链榼し上ׅます。

�2 �3

　准教授　　　　中島�伸
　⟣㚖鐐爊 1年　㸓㽂�綛⺒
　年生　　　　⚊諰�社ꄅ　　㹿㽂�栊紆　　⛪諰�⢸习　　ꇁ儒�ⶉ㵜　　ꮖ很�秘╣
　　　　　　　　⸉�伺日꺜　　㔃娡�宾来　　└上�蕻ꮟ　　㸓本�僦█
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